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my photo

あ な た の 作 品 募 集 中！

「my photo」では、あなたが撮影した写真を募集しています。貧困や環境問題などを

テーマにした写真、国内外問わず国際協力の最前線で活動に励む日本人や開発途

上国の人の姿、テレビや新聞ではなかなか報じられない土地の風景や人々の暮らし

など、国際協力や途上国を身近に感じられる写真を、撮影時のエピソードを添えて

ご応募ください。応募作品の中から毎号1枚、本コーナーで紹介させていただきます。

　　　　　①応募者本人が撮影した作品に限ります。②被写体に関する肖

像権は、応募者の責任において了解が得られているものとします。③写真は、

解像度が300万画素以上（目安）で撮影されていること、また画像の記録方

式はJPEGを推奨します。
　　　　　お名前、連絡先（電話番号とEメール）、エピソード（300～350字）、

記名の可否をご記入の上、写真と共に応募先アドレスまでEメールでお送り

ください。
＊応募作品は本コーナーの他に、事前確認の上でJICAの広報活動に活用させていただく場

合があ

ります。ご記入いただいた個人情報はこれら以外の目的では使用いたしません。また、応募作
品はご

返却いたしませんので、あらかじめご了承ください。

j i c a - p h o t o @ i d j . c o . j p

応募条件

応募方法

応 募 ／ 問 い 合 わ せ 先 （『mundi』 編集部宛）
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新たな時代の開拓者

my photo

「ここが知りたい」 いろんなトピックを分かりやすく解説！
・  ・ ・  ・ココシリ

世界とつながる教室22
学びに火をつけ
リーダーの芽を育む
江東区立八名川小学校

次の世代に変わらない音色を　ヤマハ
事業と社会貢献を両立し一世紀　住友化学
難民という個性を開発の力に　モンスター・ラボ
企業と共にSDGsについて考え、進む　キリン×損害保険ジャパン日本興亜×JICA
JICAと共に！一歩先の未来へ

「mundi」はラテン語で“世界”。開発途
上国の現状や、現場で活動する人々の
姿を紹介するJICA広報誌です。

表紙　
©Getty Images

2015年９月に国連サミットで
採択された持続可能な開発目
標（SDGs）。SDGsで掲げられ
た17のゴールの達成に向け
て、さまざまな民間企業が自社
の強みを生かした取り組みを始
めている。



特集 SDGsに挑む企業 
新たな時代の開拓者

Photo by Natsuki Yasuda / studio AFTERMODE

製紙用パルプは自社グループの植林で

私たちは動物や植物などの自
然から、多くの恩恵を受けて生
きている。これから先も自然の
恩恵を享受するためには、生態
系を保護・回復することが必要
だ。森の木を使って紙を作るの
だから、その木を自分たちで植
え、貴重な自然林を保護してい
くというのが、製紙メーカーで
あるこの企業の考え。森への、
ちょっとした恩返しだ。

エイピーピー・ジャパン株式会社

誰にでも分かりやすい
「ユニバーサルデザイン」を
大日本印刷株式会社

農産物加工で女性の仕事をつくる

食品乾燥機を使ってスーダン特産のタマ
ネギを女性たちの手で加工し、地域経済
を活性化するとともに女性の雇用創出を
目指す。地域に根差したこの取り組み
は、女性の自立を後押しし、社会を豊か
にする。全人類の半分を占める女性たち
の能力が開花し、社会に積極的に関わっ
ていくことは、社会全体を発展させるた
めに不可欠の条件だ。

大紀産業株式会社

私たちが住む社会には、さまざまな個性を持つ人たちがいる。
言葉・色づかいなどのデザインや、パッケージの構造を工夫す
れば、言葉や年齢、性別、障害などの違いを超えて、全ての人
が商品やサービスの使い方を一目で理解できるようになる。こ
の企業が目指すのは、そんな誰もが快適に、安心して暮らせる
ユニバーサル社会の実現だ。

日本初の「スローシティー」として復興
岩手県気仙沼市

都市化の進行や経済の発展は、それと並行して自然環境への
負荷や生活環境の悪化をもたらしがちで、時には発展に取り
残される人もいる。また、災害に対する十分な備えがなけれ
ば、繁栄も一瞬で失われてしまう。全ての人が安心して暮らせ
るまちづくりを、行政と住民が協力して行っていく。

近所の売店で電気を量り売り

今や途上国でも急速に普及する携帯電話や、日常生活を照ら
す電灯。しかし、農村部を中心に、電気が供給されていない地
域もまだ多い。そんな場所でも、ソーラーパネルとバッテリー
さえあれば、発電や給電ができる。電気を“量り売り”するこ
の取り組みによって、タンザニアの人々の生活を支える近所の
売店（キオスク）で、誰でも電気を買える時代が来る。

株式会社Digital Grid
まだ食べられるものを届ける「フードバンク」

世界では、消費期限や選別などの問題
で、食料生産量の3分の1にあたる年間
約13億トンの食料が廃棄されている。一
方、日本では今、全人口の約６人に１人
が貧困状態にある。まだ食べられるにも
かかわらず廃棄される食料を、食べ物に
困っている人々に届けるフードバンクは、
環境問題と社会問題を同時に解決しよ
うという挑戦的な取り組みだ。

セカンドハーベスト・ジャパン

水資源を使わずにオフィスで紙を再生
セイコーエプソン株式会社

資源は無限ではない。より効率的な資
源の利用のためには、無駄な消費を減
らすことや、資源を浪費しない生産が
重要だ。毎日オフィスで大量に消費・廃
棄される紙を、水を使わずにその場で
再生し、再び利用できるオフィス製紙
機「PaperLab」は、生産・消費の在り
方を変えると同時に、機密情報保護も
可能にする。

新
し
い
視
点
と
ア
イ
デ
ア
で

S
D
G
s
を
ビ
ジ
ネ
ス
の
発
展
に

新
た
な
時
代
の
開
拓
者

は
２
０
３
０
年
ま
で
に
、
フ
ラ
ン
ス
と
英
国

政
府
は
２
０
４
０
年
ま
で
に
ガ
ソ
リ
ン
・
デ

ィ
ー
ゼ
ル
車
の
国
内
販
売
を
禁
止
す
る
方
針

を
発
表
し
て
お
り
、
日
本
の
メ
ー
カ
ー
企
業

も
存
続
の
た
め
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
検
討

す
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
る
。
同
じ
よ
う
な

潮
流
は
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
業
種
で
押
し
寄

せ
て
い
る
の
だ
。

　
実
際
、
企
業
は
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
達
成
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
よ

う
だ
。
大
き
く
分
類
す
る
と
、
ま
ず
、①
勉
強

会
な
ど
を
通
じ
て
社
員
の
認
識
を
高
め
る
、②

バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
見
直
し
を
図
る
。
次

に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
意
識
し
な
が
ら
、③
経
営
理

念
・
企
業
戦
略
に
導
入
す
る
、④
新
た
な
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
開
発
す
る
。
さ
ら
に
は
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
を
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、⑤
共
通
価
値
の

創
造
（
Ｃ
Ｓ
Ｖ
）
を
追
求
す
る
企
業
を
目
指

す―

の
５
段
階
が
考
え
ら
れ
る
。

　
後
藤
理
事
に
よ
る
と
、
日
本
で
は
特
に
食

品
関
連
企
業
の
取
り
組
み
が
目
立
つ
と
い
う
。

「
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
観
点
か
ら
す
る
と
、

食
品
産
業
は
生
産
か
ら
消
費
ま
で
の
距
離
が

短
い
の
で
見
直
し
を
図
り
や
す
い
の
だ
と
思

い
ま
す
。
例
え
ば
、
あ
る
飲
料
メ
ー
カ
ー
は

持
続
的
な
原
料
調
達
の
た
め
、
地
方
で
増
加

す
る
休
耕
地
を
活
用
し
た
大
規
模
な
茶
園
造

成
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
考
え
方
は
、

地
方
の
雇
用
創
出
や
、
環
境
保
全
と
い
っ
た

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
に
も
つ
な
が
っ
て
く
る
の

持
続
可
能
な
開
発
目
標
（Sustainable D

evelopm
ent G

oals

、
以
下
S
D
G
s
）
が

国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
て
か
ら
、
今
年
９
月
で
丸
２
年
を
迎
え
る
。

S
D
G
s
の
達
成
に
向
け
て
大
き
な
役
割
を
担
う
と
期
待
さ
れ
て
い
る
の
が
、
民
間
企
業
だ
。

企
業
は
S
D
G
s
に
ど
の
よ
う
な
可
能
性
を
見
出
し
て
い
る
の
か
。

そ
し
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
在
り
方
は
今
後
ど
う
変
化
し
て
い
く
の
か
―
―
。

新
し
い
ス
テ
ー
ジ
へ
と
歩
み
始
め
た
企
業
の
挑
戦
に
迫
る
。

編
集
協
力
：
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ン
パ
ク
ト
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
ジ
ャ
パ
ン
（
G
C
N
J
）
理
事 

後
藤
敏
彦

ＳＤＧｓが目指す持続可能な社会づくりには、さまざまなイノ
ベーションが必要だ。企業の持つ技術やアイデアは、開発
途上国や日本国内のさまざまなところで生かされている。

で
す
」

　
企
業
が
海
外
で
事
業
を
展
開
す
る
上
で
は
、

現
地
政
府
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
国
際
機
関
と
の
連
携

も
重
要
だ
。「
海
外
に
低
賃
金
だ
け
を
求
め
る

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
は
、
も
は
や
成
立
し
ま
せ

ん
。
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
や
企
業
の
発

展
に
つ
な
げ
る
た
め
に
は
、
現
地
を
よ
く
知

る
機
関
と
パ
ー
ト
ナ
ー
を
組
み
、
現
状
や
課

題
を
把
握
し
た
上
で
事
業
を
始
め
る
こ
と
が

有
効
で
す
」
と
後
藤
理
事
。
こ
う
し
た
企
業

と
の
連
携
を
加
速
す
る
た
め
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
今

年
、
情
報
収
集
や
事
業
計
画
立
案
な
ど
を
支

援
す
る
「
途
上
国
の
課
題
解
決
型
ビ
ジ
ネ
ス

（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ビ
ジ
ネ
ス
）
調
査
」
を
開
始
。
第

１
回
の
公
示
で
は
、
貧
困
層
向
け
の
健
診
サ

ー
ビ
ス
や
、
へ
き
地
山
間
部
の
森
林
保
全
な

ど
、
独
創
性
あ
ふ
れ
る
５
件
の
事
業
が
採
択

さ
れ
た
。

　
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
、
後
藤
理
事
は
、

企
業
の
中
で
も
特
に
中
間
管
理
者
層
へ
の
働

き
掛
け
を
挙
げ
る
。「
経
営
層
や
Ｃ
Ｓ
Ｒ
部
門

に
は
だ
い
ぶ
浸
透
し
て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ

以
外
の
中
間
層
は
業
績
を
上
げ
る
こ
と
に
精

一
杯
で
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
考
え
る
余
裕
が

な
い
の
が
現
状
で
す
。
そ
も
そ
も
日
本
で
は
、

公
益
活
動
は
国
家
が
担
う
も
の
だ
と
い
う
考

え
が
根
付
い
て
い
る
た
め
、
無
意
識
の
う
ち

に
自
分
た
ち
の
役
目
で
は
な
い
と
の
思
い
込

み
が
働
く
の
で
す
。
こ
の
思
い
込
み
を
取
り

払
う
こ
と
が
当
面
の
目
標
で
す
」

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
採
択
か
ら
丸
２
年
。
表
裏
一

体
の
関
係
に
あ
る
社
会
の
繁
栄
と
企
業
の
発

展
を
目
指
し
て
、
今
ま
さ
に
ビ
ジ
ネ
ス
の
在

り
方
が
問
わ
れ
て
い
る
。

写真：今村健志朗

SDGs
に挑む企業

特集

こんなところにも！ 身近なSDGs

高品質コーヒーで収入を増やし、森を保護
ＵＣＣ上島珈琲株式会社

世界の気温上昇を抑え、気候変動の影響を
少しでも和らげる手段の一つが、二酸化炭
素を吸収してくれる森の保護だ。コーヒーの
故郷エチオピアで、収穫されるコーヒーの品
質向上に取り組むことで、コーヒーの価値と
買い取り価格が上昇。農家の収入が増え、
過度な森林伐採をしなくても済むようになっ
ている。

　
一
般
社
団
法
人
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ン
パ
ク

ト
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
ジ
ャ
パ
ン
（
Ｇ
Ｃ
Ｎ
Ｊ
）

の
後
藤
敏
彦
理
事
は
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
の
た
め

に
は
民
間
企
業
の
果
た
す
役
割
が
重
要
だ
と

訴
え
る
。「
さ
ま
ざ
ま
な
財
・
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
、
経
済
や
社
会
を
回
し
て
い
る
主
体
は

民
間
企
業
で
す
。
そ
の
企
業
の
取
り
組
み
な

く
し
て
、
社
会
課
題
は
解
決
で
き
ま
せ
ん
」。

Ｇ
Ｃ
Ｎ
Ｊ
に
は
、
社
会
課
題
の
解
決
に
取
り

組
む
２
４
８
の
国
内
企
業
・
団
体
（
今
年
７

月
現
在
）
が
加
盟
し
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
テ
ー
マ
と

す
る
分
科
会
や
、
企
業
の
動
向
調
査
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。「
自
社
の
事
業
が
実
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
課
題
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
と
い
う

気
付
き
が
少
し
ず
つ
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
自
社
の
経
営
資
源
で
ど
の
課
題
に
取
り

組
め
ば
ビ
ジ
ネ
ス
が
よ
り
発
展
す
る
の
か
を

考
え
る
企
業
も
出
始
め
て
い
ま
す
」

　
企
業
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
向
き
合
い
始
め
た
背

景
と
し
て
、
こ
こ
数
年
、
日
本
で
Ｅ
Ｓ
Ｇ（
環

境
・
社
会
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
）
を
重
視
す
る
「
Ｅ

Ｓ
Ｇ
投
資
」
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
い

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。「
Ｅ
Ｓ
Ｇ
を
重
視
す

る
投
資
家
の
期
待
に
応
え
る
た
め
、
企
業
は

中
長
期
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
築
を
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。Ｅ
Ｓ
Ｇ
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取

り
組
み
は
、〝
持
続
可
能
な
社
会
を
つ
く
る
〞

と
い
う
点
で
共
通
し
て
い
る
た
め
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
目
標
を
経
営
戦
略
に
取
り
込
も
う
と
す
る

企
業
が
増
え
て
い
る
の
で
す
」
と
後
藤
理
事

は
説
明
す
る
。

　
こ
う
し
た
動
き
は
世
界
で
も
広
ま
っ
て
い

る
。
例
え
ば
、Ｃ
Ｏ
２
削
減
が
課
題
と
な
っ
て

い
る
自
動
車
産
業
を
み
る
と
、
イ
ン
ド
政
府

持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
は

企
業
の
至
上
命
題
の
一
つ

　
最
近
、
メ
デ
ィ
ア
な
ど
で
も
耳
に
す
る
機

会
が
増
え
て
き
た
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」。
あ
な
た
は

こ
の
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。

　
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
は
、

〝
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
〞
世
界
の
実
現
を
目

指
し
て
、
国
際
社
会
が
２
０
３
０
年
ま
で
に

達
成
す
べ
き
課
題
を
掲
げ
た
世
界
共
通
の
目

標
だ
。
２
０
１
５
年
９
月
に
開
か
れ
た
国
連

サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
、
貧
困
、
都
市
問
題
、

地
球
環
境
な
ど
に
関
す
る
17
の
目
標
達
成
に

向
け
た
取
り
組
み
が
、
全
世
界
で
始
ま
っ
て

い
る
。
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特集 SDGsに挑む企業 
新たな時代の開拓者

Photo by Natsuki Yasuda / studio AFTERMODE

製紙用パルプは自社グループの植林で

私たちは動物や植物などの自
然から、多くの恩恵を受けて生
きている。これから先も自然の
恩恵を享受するためには、生態
系を保護・回復することが必要
だ。森の木を使って紙を作るの
だから、その木を自分たちで植
え、貴重な自然林を保護してい
くというのが、製紙メーカーで
あるこの企業の考え。森への、
ちょっとした恩返しだ。

エイピーピー・ジャパン株式会社

誰にでも分かりやすい
「ユニバーサルデザイン」を
大日本印刷株式会社

農産物加工で女性の仕事をつくる

食品乾燥機を使ってスーダン特産のタマ
ネギを女性たちの手で加工し、地域経済
を活性化するとともに女性の雇用創出を
目指す。地域に根差したこの取り組み
は、女性の自立を後押しし、社会を豊か
にする。全人類の半分を占める女性たち
の能力が開花し、社会に積極的に関わっ
ていくことは、社会全体を発展させるた
めに不可欠の条件だ。

大紀産業株式会社

私たちが住む社会には、さまざまな個性を持つ人たちがいる。
言葉・色づかいなどのデザインや、パッケージの構造を工夫す
れば、言葉や年齢、性別、障害などの違いを超えて、全ての人
が商品やサービスの使い方を一目で理解できるようになる。こ
の企業が目指すのは、そんな誰もが快適に、安心して暮らせる
ユニバーサル社会の実現だ。

日本初の「スローシティー」として復興
宮城県気仙沼市

都市化の進行や経済の発展は、それと並行して自然環境への
負荷や生活環境の悪化をもたらしがちで、時には発展に取り
残される人もいる。また、災害に対する十分な備えがなけれ
ば、繁栄も一瞬で失われてしまう。全ての人が安心して暮らせ
るまちづくりを、行政と住民が協力して行っていく。

近所の売店で電気を量り売り

今や途上国でも急速に普及する携帯電話や、日常生活を照ら
す電灯。しかし、農村部を中心に、電気が供給されていない地
域もまだ多い。そんな場所でも、ソーラーパネルとバッテリー
さえあれば、発電や給電ができる。電気を“量り売り”するこ
の取り組みによって、タンザニアの人々の生活を支える近所の
売店（キオスク）で、誰でも電気を買える時代が来る。

株式会社Digital Grid
まだ食べられるものを届ける「フードバンク」

世界では、消費期限や選別などの問題
で、食料生産量の3分の1にあたる年間
約13億トンの食料が廃棄されている。一
方、日本では今、全人口の約６人に１人
が貧困状態にある。まだ食べられるにも
かかわらず廃棄される食料を、食べ物に
困っている人々に届けるフードバンクは、
環境問題と社会問題を同時に解決しよ
うという挑戦的な取り組みだ。

セカンドハーベスト・ジャパン

水資源を使わずにオフィスで紙を再生
セイコーエプソン株式会社

資源は無限ではない。より効率的な資
源の利用のためには、無駄な消費を減
らすことや、資源を浪費しない生産が
重要だ。毎日オフィスで大量に消費・廃
棄される紙を、水を使わずにその場で
再生し、再び利用できるオフィス製紙
機「PaperLab」は、生産・消費の在り
方を変えると同時に、機密情報保護も
可能にする。

新
し
い
視
点
と
ア
イ
デ
ア
で

S
D
G
s
を
ビ
ジ
ネ
ス
の
発
展
に

新
た
な
時
代
の
開
拓
者

は
２
０
３
０
年
ま
で
に
、
フ
ラ
ン
ス
と
英
国

政
府
は
２
０
４
０
年
ま
で
に
ガ
ソ
リ
ン
・
デ

ィ
ー
ゼ
ル
車
の
国
内
販
売
を
禁
止
す
る
方
針

を
発
表
し
て
お
り
、
日
本
の
メ
ー
カ
ー
企
業

も
存
続
の
た
め
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
検
討

す
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
る
。
同
じ
よ
う
な

潮
流
は
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
業
種
で
押
し
寄

せ
て
い
る
の
だ
。

　
実
際
、
企
業
は
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
達
成
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
よ

う
だ
。
大
き
く
分
類
す
る
と
、
ま
ず
、①
勉
強

会
な
ど
を
通
じ
て
社
員
の
認
識
を
高
め
る
、②

バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
見
直
し
を
図
る
。
次

に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
意
識
し
な
が
ら
、③
経
営
理

念
・
企
業
戦
略
に
導
入
す
る
、④
新
た
な
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
開
発
す
る
。
さ
ら
に
は
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
を
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、⑤
共
通
価
値
の

創
造
（
Ｃ
Ｓ
Ｖ
）
を
追
求
す
る
企
業
を
目
指

す―

の
５
段
階
が
考
え
ら
れ
る
。

　
後
藤
理
事
に
よ
る
と
、
日
本
で
は
特
に
食

品
関
連
企
業
の
取
り
組
み
が
目
立
つ
と
い
う
。

「
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
観
点
か
ら
す
る
と
、

食
品
産
業
は
生
産
か
ら
消
費
ま
で
の
距
離
が

短
い
の
で
見
直
し
を
図
り
や
す
い
の
だ
と
思

い
ま
す
。
例
え
ば
、
あ
る
飲
料
メ
ー
カ
ー
は

持
続
的
な
原
料
調
達
の
た
め
、
地
方
で
増
加

す
る
休
耕
地
を
活
用
し
た
大
規
模
な
茶
園
造

成
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
考
え
方
は
、

地
方
の
雇
用
創
出
や
、
環
境
保
全
と
い
っ
た

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
に
も
つ
な
が
っ
て
く
る
の

持
続
可
能
な
開
発
目
標
（Sustainable D

evelopm
ent G

oals

、
以
下
S
D
G
s
）
が

国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
て
か
ら
、
今
年
９
月
で
丸
２
年
を
迎
え
る
。

S
D
G
s
の
達
成
に
向
け
て
大
き
な
役
割
を
担
う
と
期
待
さ
れ
て
い
る
の
が
、
民
間
企
業
だ
。

企
業
は
S
D
G
s
に
ど
の
よ
う
な
可
能
性
を
見
出
し
て
い
る
の
か
。

そ
し
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
在
り
方
は
今
後
ど
う
変
化
し
て
い
く
の
か
―
―
。

新
し
い
ス
テ
ー
ジ
へ
と
歩
み
始
め
た
企
業
の
挑
戦
に
迫
る
。

編
集
協
力
：
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ン
パ
ク
ト
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
ジ
ャ
パ
ン
（
G
C
N
J
）
理
事 

後
藤
敏
彦

ＳＤＧｓが目指す持続可能な社会づくりには、さまざまなイノ
ベーションが必要だ。企業の持つ技術やアイデアは、開発
途上国や日本国内のさまざまなところで生かされている。

で
す
」

　
企
業
が
海
外
で
事
業
を
展
開
す
る
上
で
は
、

現
地
政
府
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
国
際
機
関
と
の
連
携

も
重
要
だ
。「
海
外
に
低
賃
金
だ
け
を
求
め
る

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
は
、
も
は
や
成
立
し
ま
せ

ん
。
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
や
企
業
の
発

展
に
つ
な
げ
る
た
め
に
は
、
現
地
を
よ
く
知

る
機
関
と
パ
ー
ト
ナ
ー
を
組
み
、
現
状
や
課

題
を
把
握
し
た
上
で
事
業
を
始
め
る
こ
と
が

有
効
で
す
」
と
後
藤
理
事
。
こ
う
し
た
企
業

と
の
連
携
を
加
速
す
る
た
め
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
今

年
、
情
報
収
集
や
事
業
計
画
立
案
な
ど
を
支

援
す
る
「
途
上
国
の
課
題
解
決
型
ビ
ジ
ネ
ス

（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ビ
ジ
ネ
ス
）
調
査
」
を
開
始
。
第

１
回
の
公
示
で
は
、
貧
困
層
向
け
の
健
診
サ

ー
ビ
ス
や
、
へ
き
地
山
間
部
の
森
林
保
全
な

ど
、
独
創
性
あ
ふ
れ
る
５
件
の
事
業
が
採
択

さ
れ
た
。

　
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
、
後
藤
理
事
は
、

企
業
の
中
で
も
特
に
中
間
管
理
者
層
へ
の
働

き
掛
け
を
挙
げ
る
。「
経
営
層
や
Ｃ
Ｓ
Ｒ
部
門

に
は
だ
い
ぶ
浸
透
し
て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ

以
外
の
中
間
層
は
業
績
を
上
げ
る
こ
と
に
精

一
杯
で
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
考
え
る
余
裕
が

な
い
の
が
現
状
で
す
。
そ
も
そ
も
日
本
で
は
、

公
益
活
動
は
国
家
が
担
う
も
の
だ
と
い
う
考

え
が
根
付
い
て
い
る
た
め
、
無
意
識
の
う
ち

に
自
分
た
ち
の
役
目
で
は
な
い
と
の
思
い
込

み
が
働
く
の
で
す
。
こ
の
思
い
込
み
を
取
り

払
う
こ
と
が
当
面
の
目
標
で
す
」

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
採
択
か
ら
丸
２
年
。
表
裏
一

体
の
関
係
に
あ
る
社
会
の
繁
栄
と
企
業
の
発

展
を
目
指
し
て
、
今
ま
さ
に
ビ
ジ
ネ
ス
の
在

り
方
が
問
わ
れ
て
い
る
。

写真：今村健志朗

SDGs
に挑む企業

特集

こんなところにも！ 身近なSDGs

高品質コーヒーで収入を増やし、森を保護
ＵＣＣ上島珈琲株式会社

世界の気温上昇を抑え、気候変動の影響を
少しでも和らげる手段の一つが、二酸化炭
素を吸収してくれる森の保護だ。コーヒーの
故郷エチオピアで、収穫されるコーヒーの品
質向上に取り組むことで、コーヒーの価値と
買い取り価格が上昇。農家の収入が増え、
過度な森林伐採をしなくても済むようになっ
ている。

　
一
般
社
団
法
人
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ン
パ
ク

ト
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
ジ
ャ
パ
ン
（
Ｇ
Ｃ
Ｎ
Ｊ
）

の
後
藤
敏
彦
理
事
は
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
の
た
め

に
は
民
間
企
業
の
果
た
す
役
割
が
重
要
だ
と

訴
え
る
。「
さ
ま
ざ
ま
な
財
・
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
、
経
済
や
社
会
を
回
し
て
い
る
主
体
は

民
間
企
業
で
す
。
そ
の
企
業
の
取
り
組
み
な

く
し
て
、
社
会
課
題
は
解
決
で
き
ま
せ
ん
」。

Ｇ
Ｃ
Ｎ
Ｊ
に
は
、
社
会
課
題
の
解
決
に
取
り

組
む
２
４
８
の
国
内
企
業
・
団
体
（
今
年
７

月
現
在
）
が
加
盟
し
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
テ
ー
マ
と

す
る
分
科
会
や
、
企
業
の
動
向
調
査
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。「
自
社
の
事
業
が
実
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
課
題
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
と
い
う

気
付
き
が
少
し
ず
つ
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
自
社
の
経
営
資
源
で
ど
の
課
題
に
取
り

組
め
ば
ビ
ジ
ネ
ス
が
よ
り
発
展
す
る
の
か
を

考
え
る
企
業
も
出
始
め
て
い
ま
す
」

　
企
業
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
向
き
合
い
始
め
た
背

景
と
し
て
、
こ
こ
数
年
、
日
本
で
Ｅ
Ｓ
Ｇ（
環

境
・
社
会
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
）
を
重
視
す
る
「
Ｅ

Ｓ
Ｇ
投
資
」
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
い

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。「
Ｅ
Ｓ
Ｇ
を
重
視
す

る
投
資
家
の
期
待
に
応
え
る
た
め
、
企
業
は

中
長
期
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
築
を
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。Ｅ
Ｓ
Ｇ
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取

り
組
み
は
、〝
持
続
可
能
な
社
会
を
つ
く
る
〞

と
い
う
点
で
共
通
し
て
い
る
た
め
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
目
標
を
経
営
戦
略
に
取
り
込
も
う
と
す
る

企
業
が
増
え
て
い
る
の
で
す
」
と
後
藤
理
事

は
説
明
す
る
。

　
こ
う
し
た
動
き
は
世
界
で
も
広
ま
っ
て
い

る
。
例
え
ば
、Ｃ
Ｏ
２
削
減
が
課
題
と
な
っ
て

い
る
自
動
車
産
業
を
み
る
と
、
イ
ン
ド
政
府

持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
は

企
業
の
至
上
命
題
の
一
つ

　
最
近
、
メ
デ
ィ
ア
な
ど
で
も
耳
に
す
る
機

会
が
増
え
て
き
た
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」。
あ
な
た
は

こ
の
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。

　
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
は
、

〝
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
〞
世
界
の
実
現
を
目

指
し
て
、
国
際
社
会
が
２
０
３
０
年
ま
で
に

達
成
す
べ
き
課
題
を
掲
げ
た
世
界
共
通
の
目

標
だ
。
２
０
１
５
年
９
月
に
開
か
れ
た
国
連

サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
、
貧
困
、
都
市
問
題
、

地
球
環
境
な
ど
に
関
す
る
17
の
目
標
達
成
に

向
け
た
取
り
組
み
が
、
全
世
界
で
始
ま
っ
て

い
る
。
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ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
、
オ
ー
ボ
エ
、
ピ
ッ

コ
ロ
。
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
や
吹
奏
楽
に
欠

か
せ
な
い
こ
れ
ら
の
楽
器
の
管
体
は
、

何
で
で
き
て
い
る
か
を
ご
存
知
だ
ろ
う

か
。「
ア
フ
リ
カ
ン
・
ブ
ラ
ッ
ク
ウ
ッ
ド
」

―
―
そ
の
名
の
通
り
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
や

モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
を
中
心
と
し
た
東
ア
フ

リ
カ
に
分
布
す
る
黒
い
木
材
だ
。
高
密

度
で
木
目
が
細
か
く
、
音
響
的
に
優
れ

た
特
性
を
持
つ
こ
と
か
ら
、
楽
器
製
造

業
界
で
は
非
常
に
重
要
な
材
料
と
し
て

認
知
さ
れ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
近
年
そ
の
資
源
量
は
減

少
し
て
お
り
、
国
際
自
然
保
護
連
合
の

レ
ッ
ド
リ
ス
ト
で
は
「
準
絶
滅
危
惧
」

に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
要
因
の
一

つ
が
、
木
材
全
体
の
う
ち
一
部
し
か
楽

器
に
使
用
で
き
な
い
と
い
う
利
用
効
率

の
低
さ
。
楽
器
用
材
料
と
し
て
の
厳
し

い
基
準
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

た
め
、
木
材
の
大
部
分
が
製
材
時
に
廃

棄
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
ま
た
、
タ
ン
ザ

ニ
ア
で
は
、
林
業
よ
り
も
主
要
産
業
の

農
業
や
畜
産
業
の
方
が
政
策
の
優
先
順

位
が
高
く
、
森
林
管
理
が
思
う
よ
う
に

進
ん
で
い
な
い
こ
と
も
減
少
に
拍
車
を

か
け
て
い
る
。

　「
私
た
ち
も
、
数
年
前
か
ら
ア
フ
リ

カ
ン
・
ブ
ラ
ッ
ク
ウ
ッ
ド
の
調
達
性
が

危
う
い
と
い
う
話
は
頻
繁
に
耳
に
し
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
同
時
に
木
材
は

ま
だ
潤
沢
に
あ
る
と
い
う
話
も
入
っ
て

く
る
な
ど
、
情
報
が
二
転
三
転
す
る
状

況
が
続
い
て
い
た
の
で
す
。
会
社
の
リ

ス
ク
を
減
ら
す
た
め
に
も
、
対
策
を
検

楽
器
と
森
林
を
つ
な
ぐ

将
来
を
見
据
え
た
挑
戦

討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
」。
こ
う

話
す
の
は
、
世
界
的
な
総
合
楽
器
メ
ー

カ
ー
で
あ
る
ヤ
マ
ハ
株
式
会
社
の
仲
井

一
志
さ
ん
だ
。
大
学
院
で
森
林
科
学
を

専
攻
し
た
仲
井
さ
ん
は
、
ヤ
マ
ハ
入
社

後
は
木
材
の
技
術
開
発
部
門
で
、
ア
フ

リ
カ
ン
・
ブ
ラ
ッ
ク
ウ
ッ
ド
の
代
替
材

料
の
開
発
に
携
わ
っ
て
き
た
。し
か
し
、

特
徴
的
な
外
観
と
性
質
を
他
の
木
材
で

再
現
す
る
こ
と
は
現
時
点
で
は
難
し

く
、
２
０
１
５
年
に
新
た
な
対
策
に
乗

り
出
し
た
。
ア
フ
リ
カ
ン
・
ブ
ラ
ッ
ク

ウ
ッ
ド
の
安
定
調
達
の
実
現
を
目
指
し

て
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
で
森
林
管
理
協
議
会

（
F
S
C
）
認
証
材
の
生
産
に
取
り
組

む
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
協
力
し
な
が
ら
、
住
民
参

加
型
の
森
林
経
営
と
植

林
活
動
を
行
う
と
い
う

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
。

　
15
年
秋
に
、
タ
ン
ザ

ニ
ア
南
部
の
キ
ル
ワ
地

区
を
訪
れ
た
仲
井
さ
ん

は
、
F
S
C
認
証
林
の

状
況
や
、
加
工
・
流
通

企
業
な
ど
を
調
査
し
た
。

「
森
林
で
は
、
樹
幹
の
形

状
が
均
一
で
な
い
と
い

っ
た
形
質
が
悪
い
木
も

見
受
け
ら
れ
ま
し
た
が
、

き
ち
ん
と
管
理
す
れ
ば

持
続
的
に
木
材
を
調
達

で
き
る
可
能
性
を
感
じ

ま
し
た
」
と
仲
井
さ
ん
。

現
地
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
も
ビ

ジ
ョ
ン
を
共
有
し
、
事

業
化
で
き
る
手
応
え
を
得
た
た
め
、
昨

年
、
J
I
C
A
の
民
間
連
携
事
業
を
活

用
し
た
３
年
間
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
。

　
今
年
に
入
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は

２
回
に
わ
た
る
現
地
調
査
を
通
じ
て
、

ア
フ
リ
カ
ン
・
ブ
ラ
ッ
ク
ウ
ッ
ド
の
分

布
や
生
育
環
境
な
ど
の
基
礎
的
な
デ
ー

タ
を
収
集
し
た
。
さ
ら
に
、
植
林
地
の

選
定
や
、
苗
木
を
生
産
す
る
苗
畑
の
整

備
な
ど
も
着
々
と
進
ん
で
い
る
。今
回
、

植
林
地
と
し
て
選
定
し
た
１
・
５
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
土
地
に
は
、
今
年
12
月
か
ら

持
続
的
な
森
林
経
営

地
域
社
会
と
共
に
目
指
す

木
材
が
最
終
的
に
楽
器
に
な
る
こ
と
を

知
ら
な
い
村
人
が
多
い
の
で
、
そ
れ
も

伝
え
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
」

　
調
査
を
通
じ
て
、
ブ
ラ
ッ
ク
ウ
ッ
ド

の
適
切
な
生
育
環
境
が
徐
々
に
明
ら
か

に
な
っ
て
き
た
。
今
後
は
そ
の
結
果
を

踏
ま
え
て
、
日
当
た
り
や
苗
木
の
間
隔

な
ど
を
考
慮
し
た
効
果
的
な
植
林
活
動

を
行
う
と
と
も
に
、
木
材
利
用
率
を
向

上
さ
せ
る
た
め
、
既
存
の
森
林
を
適
切

に
管
理
し
て
い
く
こ
と
が
目
標
だ
。「
現

地
の
産
物
に
価
値
を
見
出
し
、
そ
の
地

域
社
会
の
繁
栄
を
見
据
え
て
活
動
す
る

こ
と
は
、
最
終
製
品
メ
ー
カ
ー
が
果
た

せ
る
大
事
な
役
割
だ
と
思
い
ま
す
」
と

仲
井
さ
ん
は
語
る
。
需
要
と
供
給
の
両

面
で
、
持
続
的
に
発
展
し
て
い
け
る
ビ

ジ
ネ
ス
の
形
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
。

特集 SDGsに挑む企業 
新たな時代の開拓者

来
年
１
月
に
か
け
て
１
５
０
０
〜
３

０
０
０
本
の
苗
木
を
植
え
る
計
画
だ
。

　
こ
れ
ま
で
海
外
事
業
の
経
験
が
な

か
っ
た
仲
井
さ
ん
は
、
現
地
の
Ｎ
Ｇ

Ｏ
と
の
交
渉
や
メ
ー
ル
で
の
や
り
取

り
に
毎
回
苦
労
し
て
い
る
と
い
う
。

「
日
本
の
常
識
が
通
用
し
な
い
こ
と
は

多
い
で
す
し
、
現
地
の
公
用
語
は
ス

ワ
ヒ
リ
語
な
の
で
言
葉
の
壁
も
あ
り

ま
す
。
で
き
る
だ
け
簡
潔
に
相
手
に

意
見
を
伝
え
る
こ
と
と
、
自
分
自
身

の
ビ
ジ
ョ
ン
を〝
持
続
可
能
〞、〝
森
林
〞、

〝
楽
器
〞
な
ど
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
共
に

繰
り
返
し
共
有
す
る
こ
と
を
心
掛
け

て
い
ま
す
」

　
持
続
可
能
な
森
林
経
営
の
た
め
に

は
、
森
林
を
有
す
る
村
の
参
画
も
欠

か
せ
な
い
。
村
で
調
査
を
行
う
際
に

は
、
現
地
の
慣
習
に
従
い
、
地
元
の

委
員
会
の
承
認
を
得
て
か
ら
村
に
入

り
、
村
か
ら
出
る
と
き
も
委
員
会
に

報
告
す
る
。
委
員
会
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
目
標
な
ど
を
話
す
際
に
は
、
同

行
す
る
現
地
職
員
に
全
て
任
せ
る
の

で
は
な
く
、
必
ず
仲
井
さ
ん
自
身
が

英
語
で
説
明
し
、
そ
れ
を
現
地
職
員

が
ス
ワ
ヒ
リ
語
に
翻
訳
し
て
伝
え
る

と
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
大
事
に
し
て
い

る
。「
小
さ
い
こ
と
で
す
が
、
私
が
村

人
に
語
り
掛
け
る
姿
を
見
せ
る
こ
と

に
意
味
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
」

と
仲
井
さ
ん
。「
な
ぜ
植
林
活
動
や
森

林
管
理
が
必
要
な
の
か
を
粘
り
強
く

説
明
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
加

え
て
、
こ
れ
は
ま
だ
先
の
話
で
す
が
、

アフリカン・ブラックウッドの生育環境な
どを把握するため、タンザニアで調査を
行うヤマハ株式会社の仲井さん（右）

次
の
世
代
に

変
わ
ら
な
い
音
色
を

原
材
料
の
調
達
か
ら
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
が
顧
客
に
届
く
ま
で
―
―

バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
を
見
直
す
こ
と
も
、
S
D
G
s
達
成
へ
の
一
歩
と
な
り
得
る
。

総
合
楽
器
メ
ー
カ
ー
の
ヤ
マ
ハ
株
式
会
社
は
、

管
楽
器
に
使
用
さ
れ
る
希
少
木
材
の
安
定
調
達
を
実
現
す
る
た
め
に
、

ア
フ
リ
カ
東
部
の
タ
ン
ザ
ニ
ア
で
新
た
な
取
り
組
み
を
始
め
た
。

　　　　

NGOに所属するジョナス・ティモシー
さん（左から4人目）は、苗畑の設計
など主に現場での業務を担当。村人
からの信頼も厚いという

苗畑の近くの小学校に通う
地元の子どもたち

な
え 

は
た

ヤマハ

NGOの職員や村人と共に、苗木作りに取り組む仲井さん。「今後は、村人の
インセンティブを向上させるための取り組みも必要です」と意気込む

森林には、細くて使用できな
いアフリカン・ブラックウッドの
先端部分が、伐採されたまま
放置されていた

タンザニア
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東
京
都
中
央
区
の
住
友
化
学
本
社
の

受
付
を
訪
ね
る
と
、
色
鮮
や
か
な
カ
ー

ド
で
飾
ら
れ
た
ツ
リ
ー
が
視
界
に
飛
び

込
ん
で
く
る
。「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
リ

ー
」
と
名
付
け
ら
れ
た
こ
の
ツ
リ
ー
の

横
に
は
、
S
D
G
s
の
17
の
ゴ
ー
ル
に

合
わ
せ
た
17
色
の
カ
ー
ド
が
用
意
さ

れ
、
社
員
や
来
訪
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
思

い
を
書
き
込
み
、
ツ
リ
ー
に
飾
る
こ
と

が
で
き
る
。

　「
S
D
G
s
の
理
念
は
、
住
友
化
学

の
歴
史
と
理
念
そ
の
も
の
。
社
を
挙
げ

て
、
社
会
に
そ
の
意
義
と
価
値
を
広
め

て
い
き
ま
す
」。
C
S
R
推
進
部
の
福

田
加
奈
子
部
長
は
、
ツ
リ
ー
に
カ
ー
ド

を
く
く
り
付
け
な
が
ら
、
語
り
口
に
力

を
込
め
る
。「
樹
木
の
よ
う
に
、
し
っ

か
り
と
地
に
根
を
張
り
、
S
D
G
s
に

よ
る
社
会
貢
献
を
社
員
一
人
一
人
が
実

感
で
き
る
会
社
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

た
い
の
で
す
」

　
住
友
化
学
は
、
約
４
０
０
年
の
歴
史

を
持
つ
住
友
グ
ル
ー
プ
の
一
社
と
し
て

１
９
１
５
年
、
愛
媛
県
新
居
浜
市
で
開

業
。
当
時
の
社
名
は
住
友
肥
料
製
造
所

で
、
地
域
の
課
題
と
な
っ
て
い
た
銅
製

錬
に
伴
う
煙
害
の
解
消
の
た
め
に
、
肥

料
を
製
造
し
た
の
が
事
業
の
始
ま
り
だ

っ
た
。
銅
製
錬
時
に
生
じ
る
亜
硫
酸
ガ

ス
か
ら
、
農
業
肥
料
と
し
て
有
益
な
過

燐
酸
石
灰
を
作
っ
て
販
売
。
環
境
問
題

の
克
服
と
農
産
物
の
増
産
の
二
つ
を
使

命
と
し
て
誕
生
し
た
の
だ
。
以
降
、
１

０
０
年
以
上
に
わ
た
り
成
長
を
続
け
、

現
在
は
、
グ
ル
ー
プ
全
体
で
全
世
界
に

約
３
万
３
０
０
０
人
の
社
員
を
抱
え
る

グ
ロ
ー
バ
ル
ケ
ミ
カ
ル
カ
ン
パ
ニ
ー
と

S
D
G
s
の
理
念
は

会
社
の
歴
史
・
理
念
と
同
義

し
て
存
在
感
を
放
っ
て
い
る
。

　
住
友
化
学
を
含
む
住
友
グ
ル
ー
プ
に

は
、「
自
利
利
他
公
私
一
如
（
事
業
は

自
ら
利
益
を
得
る
も
の
で
あ
る
と
と
も

に
、
社
会
に
対
し
て
も
利
益
の
あ
る
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）」
と
い
う

言
葉
が
あ
る
。「
こ
の
言
葉
は
成
文
化

さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
の
で
す
が
、
住

友
の
社
員
な
ら
ば
誰
も
が
事
業
精
神
と

し
て
理
解
で
き
る
言
葉
で
す
。
住
友
が

数
百
年
か
け
て
発
し
て
き
た
理
念
と
、

S
D
G
s
と
い
う
世
界
的
な
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
が
シ
ン
ク
ロ
で
き
る
こ
と
を
誇
り

に
思
い
ま
す
」
と
福
田
部
長
は
笑
み
を

広
げ
る
。

　
住
友
化
学
は
現
在
、
①
技
術
・
製
品
、

②
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
・
ケ
ア
、
③
社
会

活
動
―
の
３
軸
か
ら
S
D
G
s
へ
の
貢

献
を
目
指
し
て
い
る
。
バ
ル
ク
ケ
ミ
カ

ル
か
ら
I
C
T
、
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

や
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
ま
で
、
幅
広
く

確
か
な
技
術
を
持
つ
同
社
だ
が
、
全
世

界
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
事

世
界
に
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た

「
オ
リ
セ
ッ
ト
®
ネ
ッ
ト
」の
開
発

S
D
G
s
達
成
の

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー
へ

る
。
ア
フ
リ
カ
へ
の
教
育
支
援
に
は
、

「
オ
リ
セ
ッ
ト
®
ネ
ッ
ト
」
の
売
り
上

げ
の
一
部
を
用
い
る
な
ど
、〝
事
業
を

通
じ
た
社
会
貢
献
の
良
い
循
環
〞
が
出

来
上
が
っ
て
い
る
。

　
住
友
化
学
グ
ル
ー
プ
は
多
く
の
従
業

員
を
抱
え
、
５
つ
の
事
業
部
門
を
持
つ

巨
大
な
会
社
だ
。
ゆ
え
に
、「
近
年
は

特
に
、
全
社
員
が
日
々
の
業
務
の
中
で

S
D
G
s
の
理
念
を
理
解
し
、
や
り
が

い
を
感
じ
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
」と
福
田
部
長
は
話
す
。

具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
昨
年
、

温
暖
化
対
策
や
環
境
負
荷
低
減
に
貢
献

す
る
自
社
製
品
や
技
術
を
「
ス
ミ
カ
・

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
」

と
し
て
認
定
し
、
社
内
の
機
運
を
高
め

る
制
度
を
ス
タ
ー
ト
。
ま
た
、
冒
頭
の

「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
リ
ー
」
設
置
も
、

取
り
組
み
の
一
つ
だ
。

　「
特
に
素
材
メ
ー
カ
ー
の
場
合
、
組

織
の
中
で
働
く
社
員
は
、
自
身
の
仕
事

が
ど
の
よ
う
に
S
D
G
s
の
目
標
達
成

に
貢
献
し
て
い
る
か
が
分
か
り
づ
ら
い

こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」
と
福

田
部
長
。「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
８
番
目
の
ゴ

ー
ル
に
あ
る
よ
う
に
、
一
人
一
人
が
働

き
が
い
を
感
じ
ら
れ
な
け
れ
ば
、Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
推
進
を
堂
々
と
語
れ
ま
せ
ん
か

ら
」
と
思
い
を
込
め
る
。
S
D
G
s
達

成
に
取
り
組
む
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ

ニ
ー
と
し
て
、飽
く
な
き
挑
戦
は
続
く
。

特集 SDGsに挑む企業 
新たな時代の開拓者

「オリセット®ネット」の中で
遊ぶ子どもたち
©M.Hallahan/Sumitomo 
Chemical

タンザニアの「オリセット®ネット」
工場。多くの現地雇用を生んだ
©M.Hallahan/Sumitomo 
Chemical

事
業
と
社
会
貢
献
を

両
立
し
一
世
紀

化
学
の
総
合
力
で
新
た
な
価
値
の
創
造
に
挑
む
住
友
化
学
株
式
会
社
は
、

事
業
を
通
じ
て
、〝
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
〞
に
積
極
的
に
貢
献
し
て
い
る
。

そ
こ
に
は
、
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
常
に
意
識
し
な
が
ら
業
務
に
取
り
組
む

社
員
一
人
一
人
の
姿
が
あ
っ
た
。

　　　　

住友化学の歴史は、肥料製造
からスタートした

じ     

り     

り     

た    

こ
う    

し   

い
ち    

に
ょ

住友化学

本社に設置された「サステナブルツリー」

タンザニア・さくら女子中学校で特別授業を行う広岡敦子執行役員（左）。本業以外の社会貢
献活動も積極的に展開している

タンザニア

業
の
一
例
が
、
マ
ラ
リ
ア
予
防
に
効
果

の
あ
る
蚊
帳「
オ
リ
セ
ッ
ト
®
ネ
ッ
ト
」

の
開
発
だ
。

　
こ
の
蚊
帳
は
、
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
樹
脂

に
防
虫
剤
を
練
り
こ
み
、
薬
剤
を
徐
々

に
表
面
に
染
み
出
さ
せ
る
こ
と
で
、
防

虫
効
果
を
長
期
間
持
続
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
特
長
を
持
つ
。
２
０
０

１
年
に
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
か

ら
世
界
初
の
「
長
期
残
効
型
防
虫
蚊

帳
」
と
し
て
効
果
が
認
め
ら
れ
、
80
カ

国
以
上
に
供
給
さ
れ
て
い
る
。
使
用
さ

れ
た
地
域
で
は
、
マ
ラ
リ
ア
の
感
染
率

が
目
に
見
え
て
減
少
す

る
な
ど
、
そ
の
効
果
が

実
証
さ
れ
た
。
販
売
に

と
ど
ま
ら
ず
、
タ
ン
ザ

ニ
ア
に
合
弁
会
社
を
立

ち
上
げ
、
08
年
に
同
社

に
製
造
工
場
を
開
設
。

最
大
７
０
０
０
人
の
雇

用
を
創
出
し
、
民
間
の

事
業
を
通
じ
た
幅
広
い

社
会
貢
献
の
形
と
し
て

大
き
な
脚
光
を
浴
び

た
。

　
ま
た
、
次
代
を
担
う

子
ど
も
た
ち
へ
の
教
育

支
援
も
積
極
的
に
展

開
。
国
内
外
の
各
拠
点

を
中
心
に
化
学
の
楽
し

さ
を
伝
え
る
出
前
授
業

の
実
施
や
、
海
外
で
の

学
校
建
設
、
教
材
の
提

供
な
ど
も
行
っ
て
い
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都
内
有
数
の
桜
の
名
所
と
し
て
知
ら

れ
る
目
黒
川
。
近
隣
の
大
通
り
沿
い
は

話
題
の
店
が
集
ま
る
繁
華
街
だ
が
、
一

本
入
る
と
閑
静
な
住
宅
地
が
広
が
る
。

そ
の
目
黒
川
と
並
行
し
て
走
る
中
央
環

状
線
沿
い
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
ル
ー
ツ
を

持
つ
約
１
５
０
人
の
ス
タ
ッ
フ
が
肩
を

並
べ
て
働
く
オ
フ
ィ
ス
が
あ
る
。
音
楽

配
信
、Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
開
発
、
ゲ
ー
ム

開
発
と
い
う
三
つ
の
事
業
を
手
掛
け
る

株
式
会
社
モ
ン
ス
タ
ー
・
ラ
ボ
だ
。

　
一
見
、
多
彩
な
人
材
を
集
め
て
開
発

事
業
に
取
り
組
む
ご
く
普
通
の
Ｉ
Ｔ
企

業
に
見
え
る
同
社
だ
が
、
今
年
か
ら
始

ま
る
新
た
な
事
業
で
、
ヨ
ル
ダ
ン
の
シ

リ
ア
難
民
や
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
ガ
ザ

地
区
の
若
者
た
ち
と
共
に
中
東
市
場
へ

の
進
出
を
目
指
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　「
中
東
は
社
会
が
発
展
し
、
資
金
も

豊
か
で
、Ｉ
Ｔ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
へ
の

ニ
ー
ズ
が
高
い
地
域
で
す
」
と
話
す
の

は
、
同
社
執
行
役
員
の
椎
葉
育
美
さ
ん

だ
。「
中
で
も
ヨ
ル
ダ
ン
は
Ｉ
Ｔ
人
材

育
成
に
力
を
入
れ
て
い
て
、
近
隣
の
産

油
国
か
ら
の
オ
フ
シ
ョ
ア
開
発
（
自
社

の
シ
ス
テ
ム
開
発
を
他
国
に
依
頼
す
る

こ
と
）
を
数
多
く
引
き
受
け
て
い
る
、

中
東
屈
指
の
Ｉ
Ｔ
国
家
な
ん
で
す
。
さ

ら
に
、
ゲ
ー
ム
の
開
発
に
は
国
を
挙
げ

て
力
を
入
れ
て
い
て
、
王
立
の
ゲ
ー
ム

開
発
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
く
ら
い
で
す
」

　
２
０
０
６
年
創
業
の
同
社
は
、現
在
、

国
内
外
の
企
業
か
ら
シ
ス
テ
ム
や
ア
プ

リ
の
開
発
を
引
き
受
け
、
世
界
７
カ
国

の
拠
点
で
開
発
を
行
っ
て
い
る
。
日
本

国
内
の
拠
点
・
ス
タ
ッ
フ
に
加
え
て
、

自
社
の
水
準
を
満
た
す
海
外
拠
点
に
ア

ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
す
る
こ
と
で
、
不
足

し
が
ち
な
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ソ
ー
ス
の
供

給
や
質
の
高
い
ロ
ー
カ
ラ
イ
ズ
を
実
現

で
き
る
の
が
強
み
だ
。
椎
葉
さ
ん
は
昨

多
様
性
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

世
界
を
変
え
る
I
T
の
力

年
９
月
、ア
ラ
ビ
ア
語
で
の
開
発
な
ど
、

中
東
市
場
を
担
え
る
新
拠
点
の
可
能
性

を
視
野
に
入
れ
て
、
ヨ
ル
ダ
ン
を
訪
問

し
た
。「
訪
問
の
き
っ
か
け
は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ

な
ど
の
有
志
の
方
々
と
お
会
い
し
て
、

社
会
に
お
け
る
企
業
の
価
値
に
つ
い
て

話
し
合
っ
た
こ
と
で
す
。
そ
れ
ま
で
決

し
て
ヨ
ル
ダ
ン
や
同
国
の
難
民
事
情
に

つ
い
て
詳
し
か
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
現
地
で
Ｉ
Ｔ
企
業
や
技
術
系

大
学
の
関
係
者
と
お
会
い
し
、
こ
の
人

た
ち
と
一
緒
に
仕
事
を
し
た
い
と
思
い

ま
し
た
」

　
そ
の
一
方
で
、
社
長
の
鮄
川
宏
樹
さ

ん
は
国
連
機
関
関
係
者
な
ど
か
ら
ガ
ザ

地
区
へ
の
進
出
の
話
を
持
ち
掛
け
ら
れ

て
い
た
。
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
の
ガ
ザ

地
区
は
、
福
岡
市
よ
り
わ
ず
か
に
広
い

３
６
０
平
方
キ
ロ
の
地
域
に
２
０
０
万

人
以
上
が
住
む
が
、
10
年
以
上
に
わ
た

り
隣
接
す
る
イ
ス
ラ
エ
ル
と
エ
ジ
プ
ト

の
両
国
に
よ
っ
て
国
境
を
封
鎖
さ
れ
て

い
る
。
工
場
な
ど
が
空
爆
で
破
壊
さ
れ

た
結
果
、
失
業
率
は
４
割
を
超
え
て
お

り
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
確
立
は
差
し
迫
っ
た

課
題
だ
。
鮄
川
社
長
は
今
年
１
月
、
ガ

ザ
地
区
を
訪
問
し
、
そ
の
現
状
を
自
ら

確
認
。
現
地
の
若
者
た
ち
を
支
援
し
た

い
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
椎
葉
さ
ん
が
目
指
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
と

し
て
の
ヨ
ル
ダ
ン
進
出
と
難
民
支
援
。

鮄
川
社
長
が
目
指
し
た
ガ

ザ
地
区
の
若
者
支
援
。
こ

の
二
つ
を
取
り
ま
と
め
て

生
ま
れ
た
〝
平
和
の
回
廊

作
り
〞
の
ア
イ
デ
ア
を
後

押
し
し
た
の
が
、Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
の
「
途
上
国
の
課
題
解

決
型
ビ
ジ
ネ
ス
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ 

ビ
ジ
ネ
ス
）
調
査
」
事
業

だ
。
こ
れ
は
長
年
、
国
際

協
力
を
展
開
し
て
き
た
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
民
間
企
業
に
も
活
用
し

て
も
ら
う
こ
と
で
、
ビ
ジ

ネ
ス
を
通
し
た
開
発
課
題

の
解
決
を
目
指
す
も
の

だ
。
２
月
に
こ
の
制
度
を

知
っ
た
椎
葉
さ
ん
は
、
鮄

技
術
あ
る
難
民
に
働
く
場
を

企
業
と
し
て
の
挑
戦

い
と
、
椎
葉
さ
ん
は
言
い
切
る
。「
顧

客
企
業
に
は
、〝
難
民
ス
タ
ッ
フ
が
作

っ
て
い
る
か
ら
品
質
を
妥
協
し
て
く

れ
〞
と
言
う
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

代
わ
り
に
、〝
難
民
ス
タ
ッ
フ
に
発
注

す
る
こ
と
も
、顧
客
企
業
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ（
企

業
の
社
会
的
責
任
）活
動
に
な
り
う
る
〞

と
い
う
こ
と
は
伝
え
て
い
こ
う
と
思
い

ま
す
」。
つ
ま
り
同
社
の
取
り
組
み
が
、

顧
客
企
業
と
シ
リ
ア
難
民
や
パ
レ
ス
チ

ナ
の
若
者
と
の
互
恵
関
係
を
生
み
出

す
、
と
い
う
わ
け
だ
。

　「
シ
リ
ア
難
民
に
対
す
る
労
働
ビ
ザ

の
取
得
手
続
き
な
ど
、
こ
れ
か
ら
越
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
壁
は
い
く
つ
も
あ

り
ま
す
」
と
話
す
椎
葉
さ
ん
。
そ
れ
で

も
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
あ
ふ
れ
る
中

東
の
人
々
と
共
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て

の
成
功
を
目
指
す
気
持
ち
は
変
わ
ら
な

い
。「
ヨ
ル
ダ
ン
を
訪
問
し
た
と
き
、

こ
の
国
の
人
た
ち
を
好
き
だ
と
思
っ
た

の
と
同
時
に
、〝
モ
ン
ス
タ
ー
・
ラ
ボ
〞

は
こ
の
国
で
愛
さ
れ
る
企
業
に
な
れ
る

と
直
感
的
に
ひ
ら
め
き
ま
し
た
。
５
年

後
、
10
年
後
に
こ
の
国
で
一
番
の
Ｉ
Ｔ

企
業
に
な
れ
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
」

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
や
国
連
関
係
機
関
、
民
間

Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
、
多
く
の
組
織
や
人
々
が

自
分
た
ち
の
事
業
を
後
押
し
し
て
く
れ

て
い
る
と
感
じ
る
と
い
う
椎
葉
さ
ん
。

同
社
が
掲
げ
る
二
つ
の
目
標
、〝
多
様

性
を
生
か
す
仕
組
み
を
創
る
〞
と
〝
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
世
界
を
変
え
る
〞
の
実

現
に
向
け
て
、新
た
な
挑
戦
が
始
ま
る
。

ヨルダンを訪れ、現地の子どもたちと交流した椎葉さん。この訪問で、同国でのビジ
ネス展開の可能性を確信したという

特集 SDGsに挑む企業 
新たな時代の開拓者

川
社
長
を
は
じ
め
と
す
る
社
内
の
協
力

を
得
て
、
年
度
末
の
多
忙
を
縫
い
な
が

ら
３
月
末
の
締
切
日
ま
で
に
提
案
書
を

完
成
。
７
月
に
無
事
採
択
さ
れ
た
。

　「
提
案
書
の
作
成
中
に
、
た
ま
た
ま

国
連
パ
レ
ス
チ
ナ
難
民
救
済
事
業
機
関

（
Ｕ
Ｎ
Ｒ
Ｗ
Ａ
）
の
招
待
で
パ
レ
ス
チ

ナ
の
女
性
起
業
家
が
日
本
を
訪
問
し
て

い
た
ん
で
す
。
そ
こ
で
、
無
理
を
お
願

い
し
て
ご
来
社
い
た
だ
き
、
社
員
と
の

交
流
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
彼
女
た
ち

と
の
対
話
を
通
し
て
、
当
社
の
社
員
も

こ
の
事
業
の
意
義
を
よ
り
深
く
理
解
し

て
く
れ
ま
し
た
し
、
そ
の
時
に
い
た
だ

い
た
ガ
ザ
地
区
の
写
真
は
私
に
と
っ
て

も
心
の
支
え
に
な
り
ま
し
た
」
と
、
椎

葉
さ
ん
は
振
り
返
る
。

　
計
画
が
採
用
さ
れ
た
今
、
同
社
は
本

格
的
に
進
出
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進

め
る
こ
と
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
中
東

で
は
初
め
て
の
試
み
だ
が
、
ゼ
ロ
か
ら

の
ス
タ
ー
ト
で
は
な
い
。「
実
は
、Ｎ
Ｐ

Ｏ
な
ど
が
こ
れ
ら
の
国
で
若
者
向
け
に

さ
ま
ざ
ま
な
専
門
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

実
施
し
て
い
る
の
で
す
が
、
せ
っ
か
く

技
術
を
身
に
付
け
て
も
働
く
場
所
が
な

い
こ
と
が
課
題
な
ん
で
す
。
私
た
ち
の

中
東
進
出
は
、
す
な
わ
ち
そ
ん
な
若
者

た
ち
に
仕
事
を
提
供
す
る
こ
と
。
こ
れ

ま
で
に
現
地
で
取
り
組
み
を
行
っ
て
き

た
方
々
と
協
力
し
て
、
難
民
人
材
が
働

く
開
発
拠
点
の
開
設
を
目
指
し
ま
す
」

　
途
上
国
の
課
題
解
決
と
は
い
う
も
の

の
、
開
発
の
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
を
自
社
の

求
め
る
水
準
以
下
に
す
る
つ
も
り
は
な

同社東京本社を訪れ、社員
と交流したガザ地区の女性
起業家たち。社員たちにとっ
ても、大きな刺激となった

鮄川社長は、ガザ地区を含む
パレスチナ自治区で通信サー
ビスを提供するパルテル（パレ
スチナ・テレコム）も訪問した

難
民
と
い
う
個
性
を
開
発
の
力
に

働
く
と
い
う
こ
と
は
、
単
に
収
入
を
得
る
こ
と
で
は
な
い
。

家
族
を
養
い
、
経
済
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
は
、

働
く
人
に
と
っ
て
自
己
実
現
と
社
会
貢
献
を
同
時
に
実
現
す
る
重
要
な
生
き
が
い
だ
。

株
式
会
社
モ
ン
ス
タ
ー
・
ラ
ボ
は
、
高
度
な
教
育
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
な
が
ら
も

そ
の
能
力
を
発
揮
す
る
場
の
な
い
人
材
を
、
自
社
の
事
業
展
開
の
一
員
と
し
て
活
用
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　　　　

同社の海外拠点の一つ、バングラデ
シュオフィスのスタッフ。同社にとって
は、人材にも、市場にも国境はない

い
な  

が
わ

モンスター・ラボ

イスラエル

ヨルダン
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す
。
天
候
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
保
険
は
そ
う
し

た
問
題
の
解
決
に
貢
献
す
る
商
品
で
す
。

紺
屋
　
貧
し
い
農
民
の
た
め
の
保
険
と
い

う
特
徴
に
加
え
て
、
迅
速
に
保
険
金
を
支

払
え
る
仕
組
み
は
合
理
的
・
効
率
的
で
す

ね
。
森
田
さ
ん
は
い
か
が
で
す
か
。

森
田
　
キ
リ
ン
は
、
本
業
を
通
じ
た
社
会

と
自
社
の
共
有
価
値
の
実
現
（
C
S
V
）

を
目
指
し
て
、①
酒
類
メ
ー
カ
ー
と
し
て

の
責
任
、②
健
康
、③
地
域
社
会
へ
の
貢

献
、④
環
境
―
の
４
つ
の
重
点
領
域
で
取

り
組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
コ
ミ

ッ
ト
メ
ン
ト
は
S
D
G
s
を
意
識
し
て
い

ま
す
。
中
で
も
注
力
し
て
い
る
の
は
「
健

康
」
で
す
。
当
社
の
グ
ル
ー
プ
会
社
に
医

薬
メ
ー
カ
ー
の
「
協
和
発
酵
キ
リ
ン
株
式

会
社
」
が
あ
り
、
医
薬
と
バ
イ
オ
ケ
ミ
カ

ル
の
分
野
で
研
究
や
商
品
開
発
を
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
先
端
医
薬
の
技
術
も
生
か

し
な
が
ら
、
飲
料
メ
ー
カ
ー
と
し
て
、
お

い
し
い
飲
み
物
に
よ
る
未
病
・
予
防
領
域

で
の
貢
献
か
ら
医
薬
品
に
よ
る
罹
患
後
の

治
療
ま
で
、
一
貫
し
て
お
客
様
の
健
康
を

支
え
ら
れ
る
点
が
当
社
の
強
み
で
す
。

　
　パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
可
能
性

　
　

 

企
業
か
ら
見
た
S
D
G
s
の
可
能
性
と
課
題

　
　

 

社
内
で
S
D
G
s
を
ど
う
広
め
て
い
く
か

開
発
し
よ
う
と
す
る
必
要
は
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
本
業
を
通
じ
た

S
D
G
s
へ
の
貢
献
は
、
あ
く
ま
で
も
自

社
の
強
み
を
伸
ば
し
て
い
っ
た
先
に
あ
る

と
考
え
る
か
ら
で
す
。
当
社
で
は
経
営
陣

紺
屋
　
J
I
C
A
は
S
D
G
s
の
達
成
の

た
め
に
民
間
企
業
や
市
民
社
会
と
の
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
強
化
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
損
害
保
険
ジ
ャ
パ
ン
日

本
興
亜
株
式
会
社
は
、
気
候
変
動
に
よ
る

農
業
生
産
の
損
害
に
対
応
す
る
「
天
候
イ

ン
デ
ッ
ク
ス
保
険
」
を
ア
ジ
ア
で
展
開
さ

れ
て
い
ま
す
し
、
キ
リ
ン
株
式
会
社
は
ア

ル
コ
ー
ル
販
売
事
業
を
行
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
ゴ
ー
ル
3
の
「
健
康
」

に
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
よ
ね
。
そ
れ
ぞ
れ

の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
い
た
だ
け
ま
す
か
。

小
川
　
2
0
1
0
年
か
ら
タ
イ
東
北
部
の

農
家
向
け
に
天
候
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
保
険
を

販
売
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
気
温
や
降
水

量
な
ど
、
農
家
の
損
害
と
関
係
す
る
天
候

指
標
を
事
前
に
定
め
、
そ
の
条
件
を
満
た

し
た
場
合
に
保
険
金
を
支
払
う
仕
組
み
で

す
。
一
般
的
に
知
ら
れ
て
い
る
火
災
保
険

な
ど
は
、
損
害
の
程
度
を
実
際
に
確
認
し

た
上
で
、
お
支
払
い
す
る
保
険
金
の
額
を

確
定
し
ま
す
が
、
天
候
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
保

険
は
事
前
に
定
め
た
天
候
指
標
を
基
に
条

件
を
満
た
し
た
際
に
定
額
の
保
険
金
を
お

支
払
い
す
る
た
め
、
損
害
発
生
時
に
被
害

状
況
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

よ
っ
て
、
お
客
様
に
と
っ
て
は
保
険
金
額

が
事
前
に
分
か
る
上
、
早
期
に
受
け
取
れ

る
こ
と
が
メ
リ
ッ
ト
と
な
り
ま
す
。
東
南

ア
ジ
ア
で
は
国
内
総
生
産
（
G
D
P
）
に

占
め
る
農
業
の
割
合
が
高
く
、
気
候
変
動

の
影
響
は
国
全
体
に
被
害
を
及
ぼ
し
ま

紺
屋
　
健
康
領
域
を
中
心
に
、
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
の
で
す
ね
。
お

二
人
は
、
S
D
G
s
は
ビ
ジ
ネ
ス
の
拡
大

に
つ
な
が
る
と
お
考
え
で
す
か
。

森
田
　
キ
リ
ン
は
S
D
G
s
採
択
を
機
に

新
た
に
事
業
を
展
開
し
た
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
た
だ
、
自
分
た
ち
の
仕
事
を

S
D
G
s
の
文
脈
で
捉
え
直
す
こ
と
で
、

グ
ロ
ー
バ
ル
に
貢
献
し
て
い
る
実
感
を
持

て
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
確
か
で
す
。
ま

ず
は
日
々
の
仕
事
の
中
で
社
員
が
そ
う
感

じ
ら
れ
る
局
面
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が

大
事
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
た
め
に
何
か
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な

い
」
で
は
な
く
、「
事
業
を
通
じ
て
貢
献

し
て
い
る
ん
だ
」
と
い
う
気
付
き
を
促
す

な
ど
、
肩
の
力
を
抜
い
て
考
え
て
も
良
い

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

紺
屋
　
確
か
に
、〝
S
D
G
s
は
新
し
い

こ
と
〞〝
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
〞
と
ば
か

り
意
気
込
む
必
要
は
な
い
の
か
も
し
れ
な

い
で
す
ね
。

小
川
　
私
た
ち
も
、
タ
イ
で
天
候
イ
ン
デ
ッ

ク
ス
保
険
の
販
売
を
始
め
た
の
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
採
択
の
５
年
前
で
す
か
ら
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

を
き
っ
か
け
に
新
事
業
を
展
開
し
た
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
と
も
と
あ
る
事
業

に
S
D
G
s
が
浸
透
す
る
こ
と
で
、
新
た

な
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
開
発
の
き
っ
か
け
に

な
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

 

　
　「
新
し
い
こ
と
」
と
気
負
う
必
要
は
な
い
？

が
率
先
し
て
S
D
G
s
に
関
連
す
る
取
り

組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
が
、
社
員
レ
ベ

ル
で
は
認
知
度
が
十
分
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
、
企
画
担
当
部
門
向
け
の

社
内
研
修
で
も
S
D
G
s
を
テ
ー
マ
と
す

る
な
ど
、
さ
ら
な
る
浸
透
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

森
田
　
当
社
も
同
様
で
、
社
員
が
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
を
認
識
す
る
ま
で
に
は
ま
だ
時
間
が

か
か
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
一
方
で
、
今
年

か
ら
年
度
計
画
や
中
期
計
画
に
S
D
G
s

と
連
携
し
た
C
S
V
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を

組
み
込
ん
だ
た
め
、
社
員
が
意
識
せ
ず
と

も
、
事
業
戦
略
と
し
て
間
接
的
に
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
が
実
践
さ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い

ま
す
。

紺
屋
　
上
流
で
仕
組
み
を
整
え
る
の
は
大

事
な
こ
と
で
す
よ
ね
。
J
I
C
A
も
今
年

度
始
ま
る
中
期
計
画
か
ら
S
D
G
s
の
視

点
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

森
田
　
各
グ
ル
ー
プ
会
社
の
社
長
や
コ
ー

ポ
レ
ー
ト
の
戦
略
機
能
責
任
者
を
集
め

て
、
そ
う
し
た
計
画
を
改
め
て
周
知
・
確

認
す
る
機
会
も
設
け
ま
し
た
。
各
論
に
な

る
ほ
ど
意
見
は
割
れ
や
す
く
な
り
ま
す
か

ら
、
計
画
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
実
施
す

る
仕
組
み
も
丁
寧
に
議
論
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
す
。

紺
屋
　
自
社
内
で
の
取
り
組
み
に
加
え

て
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
組
め
ば
よ
り

大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
が
生
ま
れ
、
利
益
に

も
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

J
I
C
A
に
期
待
す
る
こ
と
が
あ
れ
ば
教

え
て
く
だ
さ
い
。

小
川
　
タ
イ
以
外
の
農
業
国
で
も
天
候
イ

ン
デ
ッ
ク
ス
保
険
を
役
立
て
て
も
ら
い
た

い
の
で
、
J
I
C
A
の
農
業
分
野
の
部
署

と
連
携
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
当
社
か

ら
も
情
報
提
供
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
子

ど
も
の
支
援
を
専
門
と
す
る
公
益
社
団
法

人
セ
ー
ブ
・
ザ
・
チ
ル
ド
レ
ン
・
ジ
ャ
パ

ン
と
協
働
し
、
子
ど
も
が
巻
き
込
ま
れ
る

交
通
事
故
が
多
発
し
て
い
る
バ
ン
ド
ン
市

で
小
中
学
生
と
そ
の
保
護
者
、
教
職
員
を

対
象
に
交
通
安
全
教
育
を
行
っ
て
い
ま

す
。
約
３
万
人
の
方
に
参
加
い
た
だ
い
て

い
る
他
、
学
校
周
辺
の
交
通
安
全
設
備
の

整
備
も
行
っ
て
い
ま
す
。

森
田
　
キ
リ
ン
が
事
業
を
継
続
す
る
上
で

は
、
ア
ル
コ
ー
ル
問
題
に
正
面
か
ら
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
今

年
５
月
に
は
、
社
長
以
下
経
営
陣
が
神
奈

川
県
久
里
浜
に
あ
る
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症

専
門
の
医
療
施
設
を
訪
問
し
、
医
師
と
直

接
話
を
す
る
中
で
こ
の
問
題
を
真
摯
に
受

け
止
め
、
し
っ
か
り
と
向
き
合
っ
て
い
く

思
い
を
再
確
認
し
て
き
ま
し
た
。
自
社
に

と
っ
て
重
要
な
テ
ー
マ
だ
か
ら
こ
そ
、
社

外
の
見
識
に
耳
を
傾
け
、
手
を
携
え
て
取

り
組
ん
で
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ア
ル
コ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
S
D
G
s
の

ゴ
ー
ル
３
で
も
触
れ
ら
れ
て
い
ま
す
し
、

豊
か
な
飲
酒
文
化
を
醸
成
し
つ
つ
、
リ
ス

ク
に
も
対
応
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

紺
屋
　
一
歩
踏
み
出
し
て
他
の
団
体
と
連

携
し
て
み
る
と
、
自
社
で
従
来
の
枠
組
み

の
中
で
考
え
て
い
た
と
き
よ
り
も
大
き
な

効
果
や
新
た
な
価
値
を
生
み
出
せ
る
も
の

で
す
よ
ね
。

森
田
　
今
年
、
ス
リ
ラ
ン
カ
と
ミ
ャ
ン
マ
ー

を
訪
れ
ま
し
た
。
そ
の
際
、
各
所
で
現
地

の
方
か
ら
J
I
C
A
の
協
力
の
話
を
伺
い
、

開
発
途
上
国
に
お
け
る
J
I
C
A
の
存
在

感
は
計
り
知
れ
な
い
と
実
感
し
ま
し
た
。

途
上
国
ビ
ジ
ネ
ス
で
J
I
C
A
と
組
め
ば
、

そ
の
効
果
は
最
大
化
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

紺
屋
　
企
業
の
方
々
に
と
っ
て
は
、
法
律

の
未
整
備
な
ど
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
だ
と

思
い
ま
す
が
、
J
I
C
A
は
そ
う
し
た
途

上
国
ビ
ジ
ネ
ス
の
リ
ス
ク
を
低
減
し
て
い

く
だ
け
で
な
く
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
社
会
的
価

値
を
最
大
化
す
る
段
階
で
も
企
業
と
連
携

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

小
川
　
今
年
の
新
入
社
員
に
2
0
3
0
年

の
日
本
社
会
に
お
い
て
当
社
が
で
き
る
こ

と
を
考
え
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
介
護
分

野
で
事
業
を
展
開
し
、
成
功
事
例
を
海
外

に
広
げ
る
と
い
っ
た
意
見
が
複
数
出
ま
し

た
。
既
存
の
保
険
事
業
の
枠
を
超
え
た
ア

イ
デ
ア
、
か
つ
世
界
に
貢
献
し
よ
う
と
い

う
感
性
は
私
の
世
代
の
入
社
当
時
に
は
な

か
っ
た
視
点
で
す
。
彼
ら
に
は
今
後
の
取

り
組
み
の
推
進
力
と
し
て
期
待
し
て
い
ま

す
。

森
田
　
私
も
大
学
な
ど
で
講
演
す
る
機
会

が
あ
り
ま
す
が
、
今
の
若
い
世
代
は
フ
ェ

ア
ト
レ
ー
ド
や
エ
シ
カ
ル
商
品
、
地
球
の

未
来
へ
の
関
心
が
高
い
と
感
じ
ま
す
。
一
方

で
、
広
く
消
費
者
に
S
D
G
s
や
Ｃ
Ｓ
Ｖ 

の
視
点
が
浸
透
す
る
ま
で
に
は
ま
だ
ま
だ

時
間
が
か
か
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

原
因
の
一
つ
は
、
こ
う
し
た
潮
流
に
対
す

る
メ
デ
ィ
ア
の
関
心
が
薄
い
こ
と
。
自
社

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
商
品
だ
け
で
は
、
本
業

を
通
じ
た
社
会
価
値
創
造
の
実
態
を
十
分

か
つ
直
接
的
に
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
は

難
し
い
の
が
現
状
で
す
。

紺
屋
　
お
二
人
か
ら
若
い
世
代
へ
の
期
待

と
い
う
話
が
出
ま
し
た
ね
。
企
業
と

J
I
C
A
が
連
携
し
て
、
S
D
G
s
や
社

会
貢
献
事
業
に
関
す
る
社
内
教
育
を
実
施

す
る
こ
と
も
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

ね
。
啓
発
か
ら
事
業
ま
で
、
幅
広
く
協
力

関
係
を
構
築
し
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い

ま
す
。

紺
屋
　「
途
上
国
や
S
D
G
s
に
つ
い
て

よ
く
知
ら
な
い
か
ら
何
を
す
れ
ば
良
い
か

分
か
ら
な
い
」
と
悩
ん
で
い
る
企
業
も
多

い
よ
う
で
す
。

小
川
　
私
は
S
D
G
s
を
前
提
に
商
品
を

小川 慶章さん

SOMPOホールディングス株式会社
損害保険ジャパン日本興亜株式会社 
CSR室 特命課長

紺屋 健一さん

独立行政法人国際協力機構（JICA）
企画部SDGs推進班 参事役

森田 裕之さん
キリンホールディングス株式会社
グループCSV 戦略担当主幹 

　
　

 

社
会
課
題
に
挑
戦
す
る
企
業

社会課題の解決に民間企業が果たす役割への期待が高まっている。
SDGsへの貢献を掲げる企業２社と、開発途上国の国際協力に長年
取り組んできたJICAが、本業としてのビジネスを通じた社会課題の
解決や異業種間パートナーシップの可能性について議論した。 について考え、進むSDGs企業と共に

特集 SDGsに挑む企業 
新たな時代の開拓者

キリン × 　　　  損害保険ジャパン日本興亜 × 　　　  JICA

September 2017                       1415　                   September 2017



「地球温暖化」「都市への人口集中」「紛争と難
民」「パーム油と環境破壊」の４つのテーマにつ
いて、それぞれ現状や課題を紹介。ジオラマ風の
ミニチュアとグラフィックの展示を通して、「今何
が起きているのか」「このままだと地球はどうなる
のか」などを視覚的に理解することができる。

S
D
G
s
の
達
成
に
向
け
て
、J
I
C
A
は
企
業
や
N
G
O
、自
治
体
な
ど
に
よ
る
取
り
組
み
を
支
え
た
り
、市
民
へ
の
情
報
発
信
を
行
っ
た
り
し
て
い
る
。

共
に
歩
む
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、J
I
C
A
が
取
り
組
む〝
S
D
G
s
推
進
活
動
〞を
紹
介
す
る
。

ICA地球ひろばでは、９月中旬まで企画展示
「私たちがつくる未来 SDGs」を開催している。

世界の課題やSDGsの狙いなどを多くの人に知っても
らおうと、楽しみながら学べる体験型の展示が盛りだ
くさん。７月末までに既に２万人以上が来場しており、
自社の取り組みの参考にしようと訪れる民間企業の関
係者も多いという。

世界各国の達成状況は？

クイズに挑戦！

民間企業をはじめ、NGOや学校など
によるSDGs達成に向けた取り組み
を展示。企業のブースに出展している
のは、環境に配慮したパーム油作り
に取り組んでいるサラヤ株式会社や、
もみ殻を固形燃料として有効利用し
ている株式会社トロムソなど。実際
の製品に触れながら、趣向を凝らし
た取り組みを見てみよう。

★企画展示「私たちがつくる未来 SDGs」
　会期：3月9日（木）～ 9月16日（土）
　　　  10：00～20：00（土・日・祝日は18：00閉館）
　会場：JICA地球ひろば（東京都新宿区市谷本村町10-5）
　　問：0120-767278／03-3269-9090
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SDGsの前身として、2015年まで国際社会が
取り組んできたミレニアム開発目標（MDGs）を
ご存知だろうか。「飢餓の撲滅」「初等教育の完
全普及」などMDGsで掲げられた８つの目標を、
イライラ棒ゲームを通じておさらいしよう。

この日は、
土佐塾高等学校
（高知県）の

２年生14人が訪問！

家や街中のさまざまなシーンが
描かれたパネルをめくってみよ
う。「普段飲んでいるコーヒー
は、実は児童労働で採られた豆
からできているかもしれない」
など、暮らしの中にあるSDGs
の課題を知ることができる。自
分の行動を見直すきっかけに
なるかも。

月27日、JICAは国内の民間企業を対象にしたワーク
ショップをグローバル・コンパクト・ネットワーク・ジャ

パンと共同で開催。約60社の企業とJICAから総勢100人が
参加し、SDGsに企業とJICAがどう連携して取り組めるかに
ついて議論を交わした。
　参加者は、課題の解決につながる新しい商品・サービスを
開発するという想定のもと、６つのテーマに分かれてアイデ

アを出し合った。このうち、「バリューチェーンを分析する」
がテーマのグループでは、コピー用紙に焦点を当てて議論。
「森林破壊を防ぐため、紙に代わる新しい資源を開発する」
「再生紙の使用や電子化を推進する」などの意見が出た。一
方、「人々の意識を変える」をテーマに、生活習慣病につい
て議論したグループからは、「肥満防止のために、公共交通
機関の運賃をBMI別に設定する」といった斬新なアイデア
も。その後、グループごとにアイデアをポスターにまとめて発
表した。
　ワークショップに参加した運輸業の男性は、「社会貢献の
取り組みが、実はビジネスチャンスにもなり得ることを感じま
した」と話す。企画に携わったJICA企画部の担当者は、「ま
ずはSDGsが持つ可能性
を、民間企業の方に知って
もらいたい。そのために、
JICAも一緒に取り組んで
いきます」と話していた。

課題を解決するための商品・サービスのアイデアを出し合う参加者

アイデアをポスターにまとめて発表。一番面
白くて斬新なアイデアを、投票で決定した

SDGsの17の目標の達成状況を国ごとに紹介。知りたい国のカード
を装置に差し込むと、パネルに表示されている17の目標が、それぞれ
緑（目標を達成している）、黄（達成まで努力を要する）、赤（より一層
の努力を要する）の３色に点灯するという仕組みだ。開発途上国だけ
でなく、イギリスやスウェーデン、さらには日本のカードも用意されてい
る。国や地域による差や、意外な結果が明らかに。

17の目標に関する三択クイズが出題される。「難民を援助する国際機
関は？」「世界自然保護基金（WWF）のキャラクターになっている動物
は？」など全部で17問。何問正解できるか挑戦してみよう。

で発信！展示

で議論！ワークショップ

中野 智貴さん 山崎 千聖さん 中村 優良さん

★お知らせ
9月19日（火）からは、“ファッション”を通じて、環境汚染、ジェンダー、労働環境など
の課題について考える企画展示を開催予定。SDGsのゴール12でうたわれている“消
費者としての使う責任”について考えるきっかけとなる展示です。

見 学 を 終  え て

特集 SDGsに挑む企業 
新たな時代の開拓者

世界の課題を知る

1

MDGsを振り返る

2

SDGsを楽しみながら学ぶ

先進国でも、SDGsの目標の
中で達成できていない項目
があることに驚きました。日
頃からニュースを見て、世界
の実情を知ることから始め
たいと思います。

SDGsのことは全く知らな
かったけど、展示を通して自
分たちにとっても身近な目標
だと感じました。まずは自分
の興味のある分野からSDGs
に取り組んでいきたいです。

世界が抱えている問題はSDGs
と密接に関係していることが
分かりました。私は特に難民問
題に関心があるのですが、地
球案内人の方の説明を聞き、日
本の難民受け入れ数が少ない
という現状を知りました。

私たちの暮らしとの関係は？3 具体的な取り組みは？4

一
歩
先
の
未
来
へ

７

J J
I
C
A
と
共
に
！
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を
挙
げ
て
協
力
し
て
い
る
。
念
願
か
な
っ
て
、
大
塚
さ
ん
が
民

間
連
携
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
セ
ネ
ガ
ル
に
派
遣
さ
れ
た
の
は
、

今
年
１
月
の
こ
と
だ
。

　
今
、
大
塚
さ
ん
が
活
動
し
て
い
る
の
は
、
ダ
カ
ー
ル
に
あ
る

私
立
大
学
の
経
営
高
等
学
院
大
学
。
同
大
学
に
は
ア
ジ
ア
の
言

語
や
文
化
を
学
ぶ
「
ア
フ
リ
カ 

ア
ジ
ア
研
究
所
」
が
設
け
ら
れ

て
お
り
、
こ
こ
で
大
塚
さ
ん
は
１
年
生
70
人
、
２
年
生
10
人
に
対

し
て
日
本
語
や
日
本
文
化
を
教
え
て
い
る
。
将
来
、
国
際
社
会

で
の
活
躍
を
志
す
学
生
た
ち
の
日
本
へ
の
関
心
は
高
く
、
授
業

で
は
毎
回
、
質
問
が
飛
び
交
う
と
い
う
。

　
大
塚
さ
ん
が
現
地
で
痛
感
し
た
の
は
、
自
分
の
思
い
や
日
本

文
化
を
伝
え
る
に
は
、
ま
ず
相
手
の
事
情
や
文
化
を
理
解
す
る

こ
と
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
だ
。

　
そ
う
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、
日
本
語
や
日
本

文
化
を
学
ぶ
部
活
動
「
に
ほ
ん
く
ら
ぶ
」
の
部
長
、
フ
ァ
テ
ィ

マ
さ
ん
と
の
交
流
に
あ
る
。

　
大
塚
さ
ん
は
現
地
に
着
任
し
た
直
後
か
ら
、「
に
ほ
ん
く
ら
ぶ
」

の
顧
問
を
兼
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
初
め
て
フ
ァ
テ
ィ
マ
さ

ん
と
会
っ
た
と
き
、
大
塚
さ
ん
は
「
ど
う
や
っ
て
部
員
を
増
や

す
か
」「
ク
ラ
ブ
を
ど
ん
な
方
向
に
発
展
さ
せ
て
い
く
か
」
な
ど
、

実
務
的
な
質
問
を
矢
継
ぎ
早
に
投
げ
掛
け
た
。
だ
が
、
フ
ァ
テ

ィ
マ
さ
ん
か
ら
返
っ
て
き
た
の
は
、「
分
か
り
ま
せ
ん
」
と
い
う

心
細
げ
な
返
事
だ
っ
た
。

　「
当
時
、
私
は
、〝
早
く
行
動
を
起
こ
さ
な
い
と
〞と
い
う
焦
り

か
ら
、
彼
女
の
優
柔
不
断
な
態
度
に
い
ら
立
ち
、
い
つ
し
か
会

話
に
も
笑
顔
が
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
」

　
そ
ん
な
あ
る
日
、
大
塚
さ
ん
は
、
フ
ァ
テ
ィ
マ
さ
ん
の
両
親

と
会
う
こ
と
に
な
っ
た
。「
娘
に
と
っ
て
、
日
本
と
い
う
国
は
特

別
な
ん
で
す
よ
。
ど
う
し
て
こ
ん
な
に
夢
中
に
な
れ
る
の
か
、

不
思
議
な
く
ら
い
」。
娘
の
、
日
本
へ
の
熱
中
ぶ
り
を
楽
し
そ
う

に
語
る
彼
ら
の
姿
を
見
て
、「
私
は
ク
ラ
ブ
の
拡
大
ば
か
り
気
に

ア
ニ
メ
や
歴
史
通
じ
て
日
本
に
興
味

次
は
セ
ネ
ガ
ル
を
日
本
に
発
信

し
て
、
フ
ァ
テ
ィ
マ
さ
ん
の
こ
と
を
理
解
し
よ
う
と
し
て
い
な

か
っ
た
」
と
反
省
し
た
と
い
う
。

　
そ
の
翌
日
に
フ
ァ
テ
ィ
マ
さ
ん
と
会
っ
た
と
き
、
大
塚
さ
ん

は
ク
ラ
ブ
活
動
に
つ
い
て
は
話
さ
ず
、
彼
女
の
好
き
な
日
本
の

ア
ニ
メ
や
日
本
に
関
心
を
抱
い
た
き
っ
か
け
を
尋
ね
た
。
す
る

と
会
話
が
盛
り
上
が
り
、
別
れ
際
に
フ
ァ
テ
ィ
マ
さ
ん
か
ら
「
今

日
、
大
塚
先
生
の
こ
と
も
た
く
さ
ん
知
る
こ
と
が
で
き
て
う
れ

し
か
っ
た
」
と
言
わ
れ
た
。
そ
の
後
、ク
ラ
ブ
活
動
に
関
し
て
も
、

フ
ァ
テ
ィ
マ
さ
ん
は
積
極
的
に
意
見
を
出
す
よ
う
に
な
っ
た
。

　
や
り
た
い
こ
と
を
進
め
る
上
で
は
、
ま
ず
相
手
を
理
解
す
る

こ
と
が
大
切
。
大
塚
さ
ん
は
、
そ
の
後
も
こ
う
し
た
ス
タ
ン
ス

の
下
、
現
地
の
人
々
と
関
係
を
つ
く
る
努
力
を
続
け
て
い
る
。

　
そ
の
一
つ
が
、
過
失
時
に
「
ご
め
ん
な
さ
い
」
と
謝
る
文
化

の
普
及
だ
。
大
塚
さ
ん
は
着
任
当
初
、
学
生
た
ち
が
授
業
に
遅

刻
し
て
も
謝
ら
な
い
こ
と
に
戸
惑
っ
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
セ

ネ
ガ
ル
で
暮
ら
す
う
ち
に
分
か
っ
て
き
た
の
は
、
同
国
で
は
相

手
を
め
っ
た
に
非
難
し
た
り
批
判
し
た
り
し
な
い
代
わ
り
に
、

謝
罪
も
あ
ま
り
し
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。

　
そ
こ
で
大
塚
さ
ん
は
、
遅
刻
し
た
学
生
を
責
め
る
の
で
は
な

く
、「
私
は
時
間
ど
お
り
に
来
て
待
っ
て
い
た
ん
だ
よ
」
と
や
ん

わ
り
伝
え
る
よ
う
に
し
た
。
す
る
と
、学
生
た
ち
は
、自
然
と
「
遅

れ
て
ご
め
ん
な
さ
い
」
と
謝
る
よ
う
に
な
り
、
遅
刻
す
る
学
生

の
数
も
減
っ
た
と
い
う
。

　「
相
手
を
理
解
し
、
問
題
の
原
因
を
追
究
し
た
上
で
適
切
な
解

決
策
を
探
る
力
は
、
帰
国
後
に
日
本
で
仕
事
す
る
上
で
も
生
き

て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
」

　
現
地
に
来
て
か
ら
８
カ
月
が
過
ぎ
、
彼
女
の
熱
意
は
新
た
な

段
階
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。「
セ
ネ
ガ
ル
に
は
、
ア
ニ
メ
や
漫
画
、

広
島
や
長
崎
の
歴
史
な
ど
、
日
本
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
人
が

多
く
い
ま
す
。
一
方
で
、
セ
ネ
ガ
ル
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
日

本
人
は
少
な
い
。
今
後
、
日
本
語
を
学
ぶ
セ
ネ
ガ
ル
人
か
ら
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
日
本
へ
何
か
発
信
で
き
な
い
か
、
学

生
た
ち
と
一
緒
に
話
し
合
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
」。
セ
ネ
ガ
ル

と
日
本
の
架
け
橋
を
目
指
す
彼
女
の
挑
戦
は
、
こ
れ
か
ら
が
本

番
だ
。

　「
知
ら
な
い
世
界
を
知
る
こ
と
が
好
き
で
、
大
学
時
代
か
ら〝
い

つ
か
は
自
分
も
青
年
海
外
協
力
隊
に
参
加
し
た
い
〞と
思
い
、
頻

繁
に
協
力
隊
関
係
の
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
今
の

就
職
先
を
選
ん
だ
の
も
、
九
州
で
初
め
て
民
間
連
携
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
制
度
を
導
入
し
た
会
社
だ
っ
た
か
ら
で
す
」

　
大
塚
麻
実
さ
ん
は
２
０
１
５
年
、
長
崎
の
建
設
会
社
で
あ
る

株
式
会
社
小
川
工
務
店
に
入
社
し
た
。
同
社
の
小
川
寛
代
表
取

締
役
は
協
力
隊
員
と
し
て
ケ
ニ
ア
で
活
動
し
た
経
験
を
持
ち
、

社
員
の
協
力
隊
派
遣
に
積
極
的
だ
。「
派
遣
先
の
人
た
ち
と
積
極

的
に
交
流
し
、〝
足
る
を
知
る
〞と
い
う
こ
と
を
感
じ
て
ほ
し
い
」

と
話
す
小
川
社
長
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
経
験
を
通
じ
て
培
わ
れ
た

人
間
力
を
家
族
や
地
域
、
社
員
へ
還
元
し
、
豊
か
な
人
生
を
送

っ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
勤
め
先
に
籍
を
置
き
な
が
ら

協
力
隊
に
参
加
で
き
る
民
間
連
携
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
に
、
社

大分県出身。長崎外国語大学
外国語学部でフランス語と日本
語教育を学ぶ。2015年に卒業し
た後、株式会社小川工務店に入
社。民間連携ボランティア制度を
活用し、同社総務部に在籍しな
がら、今年１月から青年海外協力
隊（日本語教師）としてセネガル
の首都ダカールで活動中。

PROFILE

JICA 
Volunteer  

Story

OTSUKA
Mami

「
相
手
の
思
い
に
寄
り
添
い
、互
い
の
文
化
を
つ
な
ぐ
」

西
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
貿
易
の
中
心
地
で
あ
る
セ
ネ
ガ
ル
の
首
都
ダ
カ
ー
ル
。

こ
こ
で
日
本
語
教
師
と
し
て
、セ
ネ
ガ
ル
と
日
本
の
架
け
橋
に
な
る
べ
く
奮
闘
し
て
い
る
の
が
、

民
間
連
携
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
大
塚
麻
実
さ
ん
だ
。
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大
塚
　
麻
実

�
民
間
連
携
ボ
ラ
ン
テ
�
ア
・
日
本
語
教
師
�

a.世界的スター・ミュージシャンのユッスー・ンドゥールを生んだ、音楽の国セネガル。日本語も歌を生かして覚えていく
b.セネガルの布といえば、ろうけつ染めの鮮やかな柄が特長だ。その布で、浴衣を作った
c.日本語を学ぶに当たって最初の難関は、ひらがなを覚えることだ
d.折り紙で作った、５月のポスター

d

c

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
の
あ
こ
が
れ

社
会
人
に
な
っ
て
実
現

ab

大塚さん（写真左）と日本で流行のダンスの振り付けを学ぶ学生たち。言葉を教えるだけでなく、文化や心の交流も
大切にしている

セネガル

ダカール



　
豚
の
頬
肉
を
玉
ネ
ギ
や
唐
辛
子
な
ど
で
炒

め
た
「
シ
シ
グ
」、
野
菜
と
牛
テ
ー
ル
を
ピ
ー

ナ
ッ
ツ
ソ
ー
ス
で
煮
込
ん
だ
「
カ
レ
カ
レ
」。

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
伝
統
料
理
は
美
味
だ
が
、
油

が
多
く
、
塩
分
濃
度
や
カ
ロ
リ
ー
も
高
い
。

近
年
は
欧
米
の
食
文
化
も
普
及
し
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
も
現
地
の
嗜
好
に
合
う
よ
う
砂
糖
で

ア
レ
ン
ジ
さ
れ
て
い
る
。
極
め
付
け
は
、
大

盛
り
の
ご
飯
。
彼
ら
は
こ
う
し
た
食
事
を
、

ミ
リ
エ
ン
ダ
（
間
食
）
を
含
め
一
日
４
〜
５

回
と
る
。
一
人
当
た
り
の
コ
メ
の
消
費
量
は
、

日
本
人
の
約
２
倍
だ
。

　
そ
う
し
た
食
生
活
を
背
景
に
、
同
国
で
は

糖
尿
病
と
そ
の
合
併
症
が
10
大
死
因
の
一
つ

に
な
っ
て
い
る
。
合
併
症
の
一
つ
に
は
腎
臓

病
が
あ
る
が
、
高
額
な
透
析
治
療
を
受
け
ら

れ
る
人
は
少
な
く
、
同
国
政
府
は
長
年
、
腎

臓
に
負
担
を
与
え
る
タ
ン
パ
ク
質
を
制
限
し

た
「
低
タ
ン
パ
ク
食
事
療
法
」
の
普
及
を
目

指
し
て
き
た
。
過
去
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
稲
作
研

究
所
（
通
称
フ
ィ
ル
ラ
イ
ス
）
と
現
地
の
医
師

が
、
こ
の
食
事
療
法
に
不
可
欠
な
低
タ
ン
パ

ク
米
の
開
発
に
挑
ん
だ
こ
と
も
あ
る
が
、
安

定
栽
培
で
き
ず
、
計
画
は
実
現
し
な
か
っ
た
。

　
し
か
し
昨
年
、
J
I
C
A
の
中
小
企
業
海

外
展
開
支
援
事
業
の
下
、
低
タ
ン
パ
ク
米
の

開
発
を
フ
ィ
ル
ラ
イ
ス
と
共
に
実
現
さ
せ
た

日
本
企
業
が
あ
る
。
新
潟
県
阿
賀
野
市
に
本

社
を
置
く
株
式
会
社
バ
イ
オ
テ
ッ
ク
ジ
ャ
パ

ン
だ
。
同
社
は
、
開
発
し
た
低
タ
ン
パ
ク
米

を
包
装
米
飯
「
E
C
H
I
G
O
」
と
し
て
商

品
化
し
、
今
年
１
月
、
販
売
を
開
始
し
た
。

普
及
に
向
け
無
料
配
布
し
た
現
地
の
病
院
で

は
、「
き
れ
い
な
白
色
が
食
欲
を
そ
そ
る
」「
味

も
お
い
し
い
」
と
評
判
は
上
々
で
、
既
に
複

数
の
卸
売
会
社
か
ら
取
り
扱
い
の
要
望
も
き

て
い
る
。

　
同
社
は
１
９
９
４
年
、
植
物
性
乳
酸
菌
に

特
化
し
た
技
術
開
発
を
行
う
パ
イ
オ
ニ
ア
企

業
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。
植
物
性
乳
酸
菌
と

は
マ
メ
や
コ
メ
な
ど
の
植
物
素
材
を
発
酵
さ

せ
る
菌
の
こ
と
で
、
味
噌
や
醤
油
な
ど
の
発

酵
食
品
に
含
ま
れ
て
い
る
。
タ
ン
パ
ク
質
の

分
解
能
力
も
あ
り
、
耐
酸
性
や
耐
塩
性
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
性
質
も
備
え
る
こ
の
菌
に
、
創

業
者
の
江
川
清
貞
代
表
取
締
役
社
長
は
魅
了

さ
れ
た
。
そ
ん
な
同
社
が
、
世
界
一
を
誇
る

保
有
菌
株
数
と
独
自
の
発
酵
技
術
を
活
用
し
、

コ
メ
や
パ
ン
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
食
品
の
低
タ

ン
パ
ク
化
に
成
功
し
た
の
が
、
２
０
０
０
年

代
初
め
。
こ
れ
ら
低
タ
ン
パ
ク
食
品
に
、
中

国
な
ど
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
も
関
心
が
集
ま
っ

た
こ
と
か
ら
、
同
社
は
海
外
進
出
を
決
意
。

15
年
、
日
本
か
ら
も
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
も
ア

ク
セ
ス
し
や
す
い
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
、
現
地
子

会
社
「
バ
イ
オ
テ
ッ
ク
J
P
」
を
設
立
し
た
。

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
の
E
C
H
I
G
O
の
商
品

化
ま
で
に
は
、
半
年
を
費
や
し
た
。
何
種
類

も
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
米
を
さ
ま
ざ
ま
な
植
物
性

乳
酸
菌
で
発
酵
さ
せ
、
研
究
員
は
ひ
た
す
ら

食
べ
続
け
た
。
ど
の
組
み
合
わ
せ
が
最
も
タ

ン
パ
ク
質
が
低
く
、
か
つ
現
地
の
嗜
好
に
合

っ
た
味
・
食
感
な
の
か
選
定
す
る
た
め
だ
。

最
終
的
に
は
、
安
定
し
た
原
料
調
達
と
、
同

国
の
未
熟
な
保
存
技
術
に
よ
り
無
駄
に
な
っ

て
い
る
コ
メ
の
有
効
利
用
も
考
え
、
現
地
で

多
く
栽
培
さ
れ
て
い
る
種
類
が
選
ば
れ
た
。

　
た
だ
、
商
品
化
ま
で
こ
ぎ
つ
け
た
と
は
い

え
、
同
国
の
人
々
の
間
に
は
、
低
タ
ン
パ
ク

食
品
に
対
す
る
認
知
度
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

こ
の
た
め
同
社
は
現
在
、
低
タ
ン
パ
ク
食
事

療
法
の
普
及
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
そ
の

一
つ
が
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
立
食
品
栄
養
研
究

所
（
F
N
R
I
）
と
協
力
し
た
、
低
タ
ン
パ

ク
食
事
療
法
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
、
低
タ
ン

パ
ク
米
活
用
レ
シ
ピ
の
作
成
だ
。「
こ
の
食
事

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
レ
シ
ピ
も
作
成

患
者
主
体
の
食
事
療
法
を
目
指
す

フ
ィ
リ
ピ
ン
初 

発
酵
技
術
で

低
タ
ン
パ
ク
米
を
開
発

療
法
は
管
理
が
難
し
く
、
医
師
の
指
導
が
な

い
と
続
け
ら
れ
な
い
人
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

で
す
が
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
レ
シ
ピ
が
あ
れ

ば
、
患
者
自
身
で
摂
取
可
能
な
タ
ン
パ
ク
質

の
量
を
把
握
し
、
自
分
の
食
生
活
に
合
っ
た

レ
シ
ピ
で
食
事
療
法
を
行
う
こ
と
が
可
能
に

な
り
ま
す
」
と
、
同
社
の
江
川
穰
専
務
取
締

役
は
そ
の
意
図
を
語
る
。
ま
た
、
食
べ
る
本

人
が
自
分
で
食
事
療
法
を
実
践
で
き
る
よ
う

に
な
れ
ば
、
患
者
だ
け
で
な
く
健
康
な
人
に

も
予
防
の
た
め
こ
の
食
事
療
法
を
普
及
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
。
今
後
は
、
こ
の
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
と
レ
シ
ピ
も
販
売
し
て
い
く
予
定
だ
。

　
江
川
専
務
は
、
今
後
の
展
望
と
し
て
「
周

辺
の
ア
ジ
ア
諸
国
に
も
販
路
を
広
げ
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
の
輸
出
振
興
に
貢
献
で
き
れ
ば
」
と

も
考
え
て
い
る
。
だ
が
、初
め
て
の
海
外
進
出
、

し
か
も
低
タ
ン
パ
ク
食
品
と
い
う
新
市
場
を

開
拓
す
る
こ
と
は
、
決
し
て
楽
な
道
で
は
な

か
っ
た
。
同
社
も
当
初
、
現
地
に
人
脈
が
な

い
中
で
フ
ィ
ル
ラ
イ
ス
を
訪
問
し
、
警
備
員

に
止
め
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
。Ｅ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｇ
Ｏ 

の
開
発
に
お
い
て
も
、
不
安
定
な
電
気
供
給

や
劣
悪
な
水
質
な
ど
、
日
本
と
異
な
る
環
境

に
苦
労
し
た
。

　
し
か
し
江
川
専
務
は
、
あ
る
言
葉
を
胸
に
、

常
に
自
分
を
奮
い
立
た
せ
て
い
る
。
そ
れ
は
、

か
つ
て
低
タ
ン
パ
ク
米
の
開
発
に
挑
ん
だ
フ

ィ
リ
ピ
ン
人
医
師
が
、
E
C
H
I
G
O
の
発

売
記
念
式
典
を
訪
れ
つ
ぶ
や
い
た
、「
わ
れ
わ

れ
の
夢
が
よ
う
や
く
実
現
し
た
」
と
い
う
言

葉
だ
。
時
を
経
て
実
り
始
め
た
彼
ら
の
願
い

を
枯
ら
す
ま
い
と
、
同
社
は
今
日
も
、
開
拓

者
の
道
を
突
き
進
む
。

ECHIGOの重量をチェック
する現地研究員

菌を発酵させる機械など、
低タンパク米製造装置の
使用方法や製造工程に
ついて説明するバイオテッ
クジャパン社員。フィルライ
スのスタッフたちは、動画
や写真を撮りながら熱心
に聞いていた

ECHIGOを試食する
バイオテックJPの現
地スタッフJICA、フィルライス、FNRI、バイオテックジャパンの4者によるミー

ティング

病
気
で
も
食
べ
る
幸
せ
そ
の
ま
ま
に

株
式
会
社

バ
イ
オ
テ
ッ
ク
ジ
ャ
パ
ン

国 際 協 力 の 担 い 手 た ち

「
ご
飯
の
な
い
食
事
は
、陽
の
昇
ら
な
い
日
と
同
じ
」。

こ
ん
な
言
葉
が
生
ま
れ
る
ほ
ど
、フ
ィ
リ
ピ
ン
人
は
コ
メ
が
好
き
だ
。

だ
が
近
年
、腎
臓
病
を
患
う
人
が
増
え
、彼
ら
は
食
事
制
限
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。

そ
ん
な
中
、「
食
べ
る
幸
せ
を
諦
め
て
ほ
し
く
な
い
」と
現
地
で
奮
闘
し
て
い
る
の
が
、

新
潟
発
の
植
物
性
乳
酸
菌
を
専
門
と
す
る
異
色
の
バ
イ
オ
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
だ
。

FNRIと共に出展した、フィリピン国内で開かれた栄養士学会での展示風景

じ
ょ
う
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た
八
名
川
小
学
校
。
S
D
G
s
実
践
計
画
表
の

も
と
に
な
っ
た
の
が
、「
E
S
D
カ
レ
ン
ダ
ー
」

だ
。
こ
れ
は
、
総
合
学
習
の
単
元
ご
と
に
、
授

業
の
内
容
が
国
語
や
算
数
と
い
っ
た
ど
の
教
科

に
関
係
し
て
い
る
か
、
そ
れ
が
教
科
間
で
ど
の

よ
う
に
つ
な
が
っ
て
い
る
か
と
い
う
教
科
横
断

イ
メ
ー
ジ
を
図
示
し
た
も
の
だ
。
例
え
ば
、
地

球
温
暖
化
に
つ
い
て
考
え
る
５
年
生
の
単
元
で

は
、
理
科
で
学
ぶ
「
天
気
の
変
化
」
や
、
社
会

科
の
「
食
料
生
産
」、さ
ら
に
は
道
徳
で
育
む
「
も

っ
た
い
な
い
の
精
神
」
な
ど
が
関
係
し
、
そ
れ

ぞ
れ
が
つ
な
が
り
合
っ
て
い
る
こ
と
が
一
目
で

分
か
る
。
ま
た
、
国
語
の
伝
え
る
力
や
、
算
数

の
計
測
す
る
力
な
ど
の
学
習
ス
キ
ル
も
カ
レ
ン

ダ
ー
に
盛
り
込
み
、
児
童
が
習
得
し
た
力
を
生

か
せ
る
よ
う
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
作
り
に
役
立
て

て
い
る
の
だ
。

　「
私
が
着
任
し
た
2
0
1
1
年
、
教
科
横
断
に

よ
る
効
果
的
な
授
業
計
画
を
立
て
る
た
め
に
こ

の
E
S
D
カ
レ
ン
ダ
ー
の
作
成
を
始
め
ま
し
た
。

初
め
は
教
科
間
の
つ
な
が
り
を
一
つ
し
か
見
つ

け
ら
れ
な
い
学
年
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
で

も
大
事
な
一
歩
な
の
で
す
。
先
生
た
ち
は
教
科

横
断
の
学
び
を
徐
々
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
翌
年
に
は
今
の
よ
う
な
充
実
し
た
カ

レ
ン
ダ
ー
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
」
と
手
島
校

長
は
話
す
。

　
水
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
４
年
生
の
総
合
学

習
の
授
業
を
見
学
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

　
子
ど
も
た
ち
に
持
続
可
能
な
社
会
や
世
界
の

創
り
手
と
な
る
た
め
に
必
要
な
資
質
・
能
力
が

育
成
さ
れ
る
よ
う
に
、
教
育
課
程
や
教
材
の
改

善
・
充
実
を
推
進
す
る
―
―
。
日
本
政
府
が
ま

と
め
た
「
S
D
G
s
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体

的
施
策
」
で
は
、こ
の
よ
う
に
〝
教
育
の
大
切
さ
〞

が
う
た
わ
れ
て
い
る
。
全
国
各
地
の
学
校
で
、

S
D
G
s
を
ど
う
学
校
教
育
に
結
び
付
け
る
か

を
模
索
し
て
い
る
中
、
江
東
区
立
八
名
川
小
学

校
で
は
独
自
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
子
ど
も
た

ち
の
力
を
引
き
出
し
て
い
る
。

の
ゴ
ー
ル
６
「
安
全
な
水
と
ト
イ
レ
を
世
界
中

に
」
に
対
応
す
る
授
業
だ
。

　「
利
根
川
上
流
の
８
つ
の
ダ
ム
が
満
水
の
と
き

は
、
プ
ー
ル
約
1
5
2
万
杯
分
の
水
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
東
京
都
の
水
使
用
量
の
何
日
分

で
し
ょ
う
か
？
」
―
―
「
40
日
？
」「
１
カ
月
だ

と
思
い
ま
す
」。
先
生
の
問
い
掛
け
に
対
し
て
、

児
童
た
ち
は
元
気
良
く
手
を
挙
げ
て
答
え
る
。

　「
正
解
は
約
１
１
０
日
分
で
す
。
そ
れ
で
は
、

今
年
の
ダ
ム
の
水
の
状
況
を
皆
で
予
想
し
て
み

ま
し
ょ
う
」。
今
度
は
グ
ラ
フ
に
書
き
込
み
な
が

ら
、
ダ
ム
の
水
の
推
移
を
予
想
し
た
り
、
そ
の

理
由
を
話
し
合
っ
た
り
す
る
児
童
た
ち
。
今
年

６
月
以
降
、
ダ
ム
の
水
が
減
っ
て
い
る
こ
と
を

知
る
と
、
教
室
中
が
ざ
わ
め
い
た
。「
１
９
９
４

年
に
は
東
広
島
市
で
毎
日
８
時
間
の
断
水
が
続

い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
水
が
出
な
く
な
る

と
何
が
困
る
と
思
い
ま
す
か
？
」
―
―
「
お

風
呂
に
入
れ
な
い
」「
お
皿
を
洗
え
な
い
」。

授
業
を
通
じ
て
、
多
く
の
児
童
が
水
不
足

に
対
す
る
問
題
意
識
を
持
っ
た
よ
う
だ
。

　
授
業
後
、
児
童
か
ら
は
、「
日
本
で
も
水

が
足
り
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
聞
い
て

び
っ
く
り
し
た
」「
こ
れ
か
ら
は
水
を
節
約

し
て
使
い
た
い
」
な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ

た
。
授
業
を
担
当
し
た
小
新
祐
介
先
生
は
、

「
日
本
は
蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
水
が
出
る
こ
と

が
当
た
り
前
の
環
境
な
の
で
、
水
問
題
を

自
分
た
ち
に
関
係
が
あ
る
こ
と
と
し
て
捉

え
ら
れ
る
よ
う
な
授
業
づ
く
り
を
心
掛
け

て
い
ま
す
」
と
話
す
。
今
後
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
児
童
が
水
不
足
に
備
え
て
何
が
で
き

る
か
の
計
画
を
立
て
、
学
校
や
家
庭
で
発

信
し
て
い
く
と
い
う
。

　
こ
の
他
、
多
文
化
理
解
の
総
合
学
習
と

し
て
、
６
年
生
は
地
元
で
あ
る
江
戸
深
川

授
業
計
画
に
S
D
G
s
の
視
点
を

自
ら
学
び
考
え
行
動
す
る
力
を

の
歴
史
や
文
化
を
学
ぶ
授
業
を
行
っ
て
い
る
。

「
多
文
化
理
解
の
た
め
に
は
、
ま
ず
自
分
が
生
ま

れ
育
っ
た
地
域
の
文
化
の
良
さ
に
気
付
く
こ
と

が
大
切
で
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
自
然
と
相
手
の

文
化
も
尊
重
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
」
と
手

島
校
長
は
話
す
。
こ
の
授
業
に
は
、
地
域
の
深

川
江
戸
資
料
館
も
協
力
。
児
童
は
グ
ル
ー
プ
ご

と
に
調
べ
た
内
容
を
最
終
的
に
資
料
館
で
発
表

す
る
た
め
、
資
料
館
の
ス
タ
ッ
フ
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
な
が
ら
、
調
べ
学
習
や
発
表
の
練
習

な
ど
を
行
う
。
総
合
学
習
で
は
、こ
の
よ
う
な〝
伝

え
合
う
場
〞
を
数
多
く
取
り
入
れ
て
い
る
の
だ
。

　「
実
際
に
児
童
の
学
力
、
特
に
活
用
能
力
の
向

上
に
加
え
、
人
の
意
見
を
聞
き
合
お
う
と
す
る
、

け
ん
か
が
激
減
し
て
い
る
な
ど
生
活
面
で
の
変

化
も
見
ら
れ
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
学
校
で
Ｅ
Ｓ

Ｄ
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
困
難
に
立
ち
向
か
い
、

力
を
合
わ
せ
て
よ
り
良
い
未
来
を
創
ろ
う
と
行

動
す
る
子
ど
も
が
育
つ
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」

と
手
島
校
長
。
S
D
G
s
を
踏
ま
え
た
教
育
で
、

国
際
社
会
を
引
っ
張
る
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
の
芽

が
育
ま
れ
て
い
る
。

　
同
校
を
訪
れ
る
と
、
廊
下
に
貼
ら
れ
た
１
枚

の
紙
に
驚
か
さ
れ
た
。
S
D
G
s
の
17
の
ゴ
ー

ル
の
ア
イ
コ
ン
と
、
そ
の
横
に
各
ゴ
ー
ル
に
対

応
す
る
１
〜
６
年
生
の
総
合
学
習
の
単
元
名
が

書
か
れ
て
い
る
の
だ
。「
こ
れ
は
私
た
ち
が
独
自

に
作
成
し
た
S
D
G
s
実
践
計
画
表
で
す
。
17

の
ゴ
ー
ル
を
、
環
境
、
人
権
、
多
文
化
理
解
の

３
つ
に
分
類
し
、
そ
こ
に
総
合
学
習
の
単
元
を

位
置
付
け
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
学
習
課
題

が
一
層
明
確
に
な
り
ま
し
た
」
と
手
島
利
夫
校

長
が
説
明
す
る
。

　
2
0
1
1
年
に
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
に
認
定

さ
れ
、
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
教
育

（
E
S
D
）
の
推
進
拠
点
と
し
て
取
り
組
ん
で
き

学びに火をつけ
リーダーの芽を育む
問題を解決する力や、人と助け合う精神など、持続可能な社会
を築くために必要な力を養うには、学校教育も大きな役割を
担っている。東京都の江東区立八名川小学校では、一見子ど
もたちにとっては難しそうなSDGsの課題について、楽しく学
べる授業づくりが行われている。

世界とつながる
教室

水問題について考える
授業では、児童が身近
な問題として捉えられる
ように利根川上流のダ
ムの水の推移を皆で予
想。どの子も元気良く発
言していた

年に１度開催される「八名川まつり」では、全校児童一
人一人が、保護者や地域の人たちを前に学習成果を
発表している

や　 な   がわ

八名川小学校のSDGs実践計画表

地球温暖化について考える総合学習のESDカレンダー。授業の内容を「環境」
「人権」「多文化理解」の３つに分類し、色分けしている
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先
進
国
と
開
発
途
上
国
に
共
通
す
る
開

発
目
標
と
し
て
打
ち
出
さ
れ
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

に
は
、企
業
を
は
じ
め
、さ
ま
ざ
ま
な
セ

ク
タ
ー
か
ら
高
い
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。岡
﨑
有
香
さ
ん
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
内
外

で
積
極
的
に
情
報
発
信
を
行
い
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

に
関
す
る
理
解
を
広
め
て
い
る
。

　
「
世
界
で
一
番
困
っ
て
い
る
人
た
ち
の
た
め
に
何

か
を
し
た
い
」。
そ
ん
な
思
い
か
ら
国
際
協
力
に
関

心
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
大
学
卒
業
後
は
青
年
海

外
協
力
隊
に
参
加
。
感
染
症
・
エ
イ
ズ
対
策
隊
員

と
し
て
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
へ
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
現
地
の
高
校
生
向
け
に
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感

染
や
望
ま
な
い
妊
娠
の
予
防
に
関
す
る
研
修
を
行

い
ま
し
た
。
ま
ず
、
複
数
の
高
校
か
ら
リ
ー
ダ
ー

格
の
生
徒
を
集
め
て
避
妊
の
大
切
さ
な
ど
を
教
え
、

自
分
の
学
校
で
知
識
を
広
め
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
あ
る
と
き
、
リ
ー
ダ
ー
格
の
女
子

生
徒
の
一
人
が
妊
娠
し
、
高
校
を
中
退
し
て
し
ま

っ
た
の
で
す
。「
あ
れ
だ
け
が
ん
ば
っ
て
避
妊
の
大

切
さ
を
伝
え
た
の
に
」
と
打
ち
の
め
さ
れ
ま
し
た

が
、「
知
識
だ
け
教
え
て
も
、
身
に
な
ら
な
い
」
と

感
じ
、
任
期
の
後
半
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
高
校
を
直

接
訪
問
し
、
生
徒
自
身
に
避
妊
の
予
防
策
を
考
え

て
も
ら
う
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

授
業
で
は
、「
デ
ー
ト
の
と
き
、
女
子
は
兄
に
同

行
し
て
も
ら
う
よ
う
に
す
る
」
な
ど
の
ユ
ニ
ー
ク

な
意
見
が
挙
が
り
ま
し
た
が
、
実
際
に
そ
れ
を
実

行
に
移
す
子
も
出
て
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
経
験
か

ら
「
上
か
ら
押
し
付
け
る
の
で
は
な
く
、
自
分
た

ち
で
考
え
、
行
動
し
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
な
ん

だ
」
と
気
付
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

任
期
終
了
後
は
、
国
際
協
力
分
野
の
知
見
を
深

め
る
た
め
英
国
の
大
学
院
に
留
学
し
ま
し
た
。
あ

る
と
き
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
人
の
留
学
生
に
、
私

が
協
力
隊
に
参
加
し
て
い
た
こ
と
を
話
す
と
、
彼

は
突
然
、
私
に
敬
礼
し
ま
し
た
。
驚
く
私
に
、
彼

は
「
日
本
は
、
僕
た
ち
の
国
に
多
く
の
こ
と
を
し

て
く
れ
た
」
と
お
礼
を
言
っ
た
の
で
す
。
改
め
て

日
本
の
援
助
の
意
義
を
感
じ
、
帰
国
後
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
に
就
職
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
私
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す
る
国
内
外
の
動

向
を
調
査
し
、
そ
の
情
報
を
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
内
で
発
信

し
た
り
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
外
で
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
関
連
の
イ
ベ

ン
ト
や
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

日
本
で
は
、
企
業
や
教
育
機
関
、
地
方
自
治
体
な

ど
幅
広
い
セ
ク
タ
ー
の
間
で
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
対
す
る

関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
私
自
身
、
こ
れ
ま
で

に
会
っ
た
こ
と
が
な
い
よ
う
な
人
と
話
を
す
る
機

会
が
増
え
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
広
が
り
ま
し
た
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、
先
進
国
と
開
発
途
上
国
が
共
に

目
指
す
世
界
共
通
の
目
標
で
あ
り
、
一
人
一
人
が

自
ら
考
え
行
動
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
た

め
、
難
し
い
部
分
を
な
る
べ
く
分
か
り
や
す
く
説

明
す
る
と
同
時
に
、「
世
界
を
変
え
る
可
能
性
を
持

つ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
組
む
の
は
、
わ
く
わ
く
す
る

こ
と
だ
」
と
伝
え
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　

先
日
、
東
京
の
市
ヶ
谷
に
あ
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
地
球

ひ
ろ
ば
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
関
連
の
展
示
を
行
う
に
あ
た

っ
て
、
ガ
イ
ド
役
の〝
地
球
案
内
人
〞の
皆
さ
ん
に

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
概
要
を
説
明
し
ま
し
た
。
す
る
と
、

皆
さ
ん
が
「
私
だ
っ
た
ら
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
こ
う
説
明

す
る
」
と
、
自
分
な
り
の
説
明
方
法
を
考
え
て
く

れ
た
こ
と
に
、
と
て
も
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
具
体
的
な
案
件
形
成
に
ど
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Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
理
解
を
広
め
た
い

日本の各地でSDGs関連のセミナーやイベントに登壇する岡﨑さん。SDGsについて
分かりやすく伝える努力を続けている

From Headquarters

う
生
か
せ
ば
良
い
の
か
」
な
ど
、
実
際
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

に
取
り
組
む
上
で
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
職
員
の
間
に
も
さ
ま

ざ
ま
な
戸
惑
い
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
現
在
、
地
方

の
拠
点
を
含
め
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
内
で
積
極
的
に
勉
強
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
昨
年
は
20
回
以
上
開
催
し
、

延
べ
１
０
０
０
人
以
上
の
職
員
に
参
加
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
在
外
事
務
所
の
現
地
職
員

に
対
し
て
も
、
英
語
で
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
掲
げ
る
「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」

と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
社

会
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
、
革
新
的
な
取
り
組
み

が
必
要
で
す
。
こ
う
し
た
中
、
多
く
の
人
が
「
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
ど
う
取
り
組
も
う
と
し
て

い
る
の
か
」
に
関
心
と
期
待
を
寄
せ
て
い
る
の
を

感
じ
ま
す
。
今
後
は
同
僚
や
外
部
の
パ
ー
ト
ナ
ー

た
ち
と
共
に
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
な
ら
で
は
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

取
り
組
み
を
追
究
し
、
世
界
か
ら
評
価
さ
れ
る
よ

う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

大学卒業後、青年海外協力隊
としてマダガスカルへ派遣され
る。英国留学を経て、2014年
からJICA中国国際センターで
勤務し、昨年より現職。

企画部 総合企画課
（SDGs推進班）専門嘱託

岡﨑 有香
OKAZAKI Yuka 

マダガスカルの高校生たちと。協力隊時代
の経験は、内発的な行動を促す重要性を教
えてくれた

自
発
性
引
き
出
す
支
援
が
必
要

外
部
か
ら
の
期
待
に
応
え
た
い
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Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、「
途
上
国
の
課
題
解
決
型

ビ
ジ
ネ
ス
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ビ
ジ
ネ
ス
）
調
査
」

の
第
１
回
公
示
採
択
案
件
と
し
て
、
幅
広

い
分
野
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
選
定
。
シ
リ
ア
難

民
及
び
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
ガ
ザ
地
区
若

年
層
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
人
材
育
成
に

取
り
組
む
「
ヨ
ル
ダ
ン
・
パ
レ
ス
チ
ナ
自

治
区
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
事
業
（
株
式

会
社
モ
ン
ス
タ
ー
・
ラ
ボ
）」
や
、
機
械
学

習
技
術
・
Ａ
Ｉ
の
活
用
に
よ
り
安
価
で
効
率

的
な
健
診
サ
ー
ビ
ス
を
貧
困
層
向
け
に
展

開
す
る
「
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
・
健
診
サ
ー

ビ
ス
事
業
（
コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ
株
式
会
社
）」

と
い
っ
た
、
開
発
途
上
国
の
ニ
ー
ズ
に
応

じ
た
新
た
な
手
法
や
技
術
を
通
じ
て
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
へ
の
貢
献
を
目
指
す
案
件
を
採
択
し

ま
し
た
。
ま
た
、
小
規
模
農
家
の
収
入
向

上
と
健
康
・
栄
養
改
善
を
目
指
す
「
ミ
ャ

ン
マ
ー
・
無
農
薬
ハ
ー
ブ
・
雑
穀
生
産
・

販
売
事
業
（
株
式
会
社
ボ
ー
ダ
レ
ス
・
ジ

ャ
パ
ン
）」及
び「
ブ
ー
タ
ン
・
キ
ヌ
ア
生
産
・

販
売
事
業
（
株
式
会
社
ユ
ー
グ
レ
ナ
）」、

僻
地
山
間
部
の
森
林
保
全
へ
の
貢
献
を
目

指
す
「
ベ
ト
ナ
ム
・
女
竹
生
産
事
業
（
有

限
会
社
臼
井
農
畜
産
）」
と
い
っ
た
、Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
が
う
た
う〝
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
〞

世
界
の
実
現
を
目
指
す
案
件
も
採
択
し
ま

し
た
。（
注
：
案
件
名
は
い
ず
れ
も
略
称
、

カ
ッ
コ
内
は
代
表
提
案
法
人
名
）

　

２
０
１
５
年
９
月
に
国
連
で
採
択
さ
れ

た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
（
政
府
、
国
際
機
関
、
民
間
企
業
、

市
民
社
会
と
い
っ
た
多
様
な
ア
ク
タ
ー
の

連
携
）
に
よ
り
包
括
的
な
課
題
を
解
決
す

る
こ
と
を
目
指
し
て
お
り
、
特
に
民
間
企

業
が
果
た
す
役
割
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
日
本
企
業
に
よ
る
Ｂ
Ｏ

Ｐ
ビ
ジ
ネ
ス
（
貧
困
層
が
抱
え
る
課
題
の

途上国の課題解決に向けたビジネス５件を採択 01

03バングラデシュ初の天然ガス輸入事業 海外投融資による支援

02　ルワンダをアフリカのイノベーション大国へ
　

J
I
C
A
は
7
月
26
日
、
ル
ワ
ン
ダ
共
和
国

の
首
都
キ
ガ
リ
で
、
ル
ワ
ン
ダ
政
府
と
の
間
で

技
術
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
I
C
T
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
エ
コ
シ
ス
テ
ム
強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
関
す
る
討
議
議
事
録
に
署
名
し
ま
し
た
。
本

事
業
は
、
関
連
省
庁
や
商
工
会
議
所
な
ど
既
存

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
セ
ク
タ
ー
関
係
者
に
加
え
て
、
新
た

に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
企
業
、
投
資
家
、
教
育
機
関
な
ど
国

内
外
の
多
様
な
関
係
者
の
連
携
を
通
し
て
、
新

規
ビ
ジ
ネ
ス
を
立
ち
上
げ
る
た
め
の
環
境
強
化

を
行
う
も
の
で
す
。

　

１
９
９
０
年
代
に
内
戦
で
多
く
の
人
命
を
失

っ
た
ル
ワ
ン
ダ
は
、
2
0
0
0
年
代
に
は

「
I
C
T
立
国
」
を
目
指
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
環
境

を
整
え
る
こ
と
で
国
内
外
の
投
資
家
を
魅
了

し
、
復
興
と
高
い
経
済
成
長
を
実
現
し
て
き
ま

し
た
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
こ
れ
ま
で
政
策
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
派
遣
に
よ
る
起
業
環
境
の
整
備
や
日
本
企

業
と
の
橋
渡
し
、
人
材
育
成
な
ど
も
行
っ
て
き

ま
し
た
。
ル
ワ
ン
ダ
か
ら
も
、
多
く
の
留
学
生

が
「
ア
フ
リ
カ
の
若
者
の
た
め
の
産
業
人
材
育

成
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
（
Ａ
Ｂ
Ｅ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ

ブ
）」
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
本
事
業
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
の
支
援
の
成
果
の
さ
ら
な
る
普
及
と

拡
大
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
米
国
企
業
と
世
界
銀
行
グ
ル

ー
プ
の
国
際
金
融
公
社
（
Ｉ
Ｆ
Ｃ
）
が
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
に
設
立
す
る
特
別
目
的
会
社

E
xcelerate E

nergy B
angladesh Lim

ited

（
以
下
「E

xcelerate

」）
に
よ
る
液
化
天
然
ガ

ス
（
Ｌ
Ｎ
Ｇ
）
輸
入
設
備
の
建
設
・
運
営
事
業

に
対
し
て
、
海
外
投
融
資
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
）
に
よ
る
貸
付
契
約
を
締
結
し
ま
し

た
。
本
融
資
は
Ｉ
Ｆ
Ｃ
を
は
じ
め
と
す
る
三
つ

の
国
際
開
発
金
融
機
関
と
の
協
調
融
資
で
す
。

　

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
は
、
過
去
15
年
で
平
均

６
％
超
の
経
済
成
長
を
背
景
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
需

要
も
急
増
し
て
お
り
、
２
０
４
０
年
ま
で
は
年

平
均
５
・
３
％
の
伸
び
率
が
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
中
で
も
天
然
ガ
ス
に
よ
る
火
力
発
電
の
重

要
性
は
飛
び
抜
け
て
高
く
、
同
国
の
発
電
エ
ネ

ル
ギ
ー
源
の
74
％
（
２
０
１
５
年
）
を
占
め
て

い
ま
す
。

　

本
事
業
は
同
国
初
の
天
然
ガ
ス
輸
入
基
地

の
整
備
事
業
と
な
り
ま
す
。E

xcelerate

に
よ

る
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
南
東
部
の
モ
ヘ
シ
ュ
カ

リ
沖
合
で
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
洋
上
輸
入
タ
ー
ミ
ナ

ル
の
建
設
・
運
営
を
通
し
て
、
安
定
的
な
天
然

ガ
ス
供
給
と
、
逼
迫
す
る
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
需

給
の
早
期
改
善
を
目
指
し
ま
す
。
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船の形を取る浮体式LNG貯蔵再ガス化設備
（提供：Excelerate）

署名式で握手を交わすJICAルワンダ高田浩幸所
長と、ルワンダ青年ICT省ガタライハ次官

解
決
に
貢
献
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
）
の
支
援
を

目
的
と
し
て
、
２
０
１
０
年
に
「
協
力
準

備
調
査
（
Ｂ
Ｏ
Ｐ
ビ
ジ
ネ
ス
連
携
促
進
）」

を
開
始
し
、
こ
れ
ま
で
に
１
０
０
件
を
超

え
る
案
件
を
採
択
し
ま
し
た
。
新
た
な
開

発
目
標
で
あ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
採
択
を
受
け

て
、
貧
困
層
の
課
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
達
成
に
向
け
て
民
間
企
業
な
ど
と
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
加
速
を
目
指
し
て
今

年
、
新
た
に
開
始
し
た
の
が
、「
途
上
国
の

課
題
解
決
型
ビ
ジ
ネ
ス
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ビ
ジ

ネ
ス
）
調
査
」
で
す
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ビ
ジ
ネ
ス
調
査

を
通
じ
て
、
こ
れ
ま
で
の
Ｂ
Ｏ
Ｐ
ビ
ジ
ネ

ス
連
携
促
進
調
査
よ
り
も
広
い
分
野
で
企

業
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
推
進
し
、Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
だ
け
で
は
解
決
が
難
し
い
、
多
様

な
途
上
国
の
課
題
解
決
へ
の
貢
献
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　

民
間
企
業
で
も
、
持
続
可
能
性
を
意
識
し

た
経
営
（
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
経
営
）
や
環
境
、

社
会
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
配
慮
し
て
い
る
企
業

を
優
先
投
資
先
と
す
る
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
な
ど
の

潮
流
を
受
け
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
と
捉
え
て
企
業
経
営
に
取
り
込
む
動
き

が
進
み
つ
つ
あ
り
ま
す
。Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成

に
向
け
て
は
、
日
本
企
業
が
持
つ
技
術
や
ノ

ウ
ハ
ウ
の
貢
献
に
一
層
の
期
待
が
集
ま
っ
て

い
ま
す
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、Ｏ
Ｄ
Ａ
事
業
に
よ
り

蓄
積
し
た
途
上
国
の
現
地
情
報
や
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
生
か
し
、
民
間
企
業
な
ど
と
の
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
引
き
続
き
強
化
し
て
い
く

方
針
で
す
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ビ
ジ
ネ
ス
調
査
の
次
回
（
２

０
１
７
年
度
第
１
回
）
公
示
は
９
月
15
日

で
、
10
月
16
日
に
企
画
書
提
出
締
め
切
り

の
予
定
で
す
。
途
上
国
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達

成
に
貢
献
す
る
斬
新
な
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
応
募
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

メ 

ダ
ケ



　日
本
の
消
費
者
に
と
�
て
�〝
持
続
可
能
な
開
発
目

標
︵
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
︶〞
は
ま
だ
な
じ
み
の
薄
い
言
葉
だ
�

採
択
か
ら
２
年
近
く
が
経
�
た
が
�
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
対
す

る
消
費
者
の
理
解
や
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
る
と
は
言

い
難
い
�

　今
年
７
月
中
旬
�
ニ
�
�
ヨ
�
ク
の
国
連
本
部
で
�

ピ
コ
太
郎
さ
ん
が
﹁
Ｐ
Ｐ
Ａ
Ｐ
﹂
の
リ
ズ
ム
に
乗
せ
て
�

﹁
貧
困
を
な
く
そ
う
﹂
な
ど
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
17
の
目
標
を

P
R
す
る
パ
フ
�
�
マ
ン
ス
を
披
露
し
た
こ
と
は
ニ
�

�
ス
で
も
流
れ
た
が
�
ピ
ン
と
き
た
視
聴
者
は
ど
れ
だ

け
い
た
だ
ろ
う
か
�
国
の
取
り
組
み
報
告
書
に
�
次
の

ス
テ
�
プ
と
し
て
﹁
広
報
・
啓
発
活
動
の
強
化
を
通
じ
�

国
民
の
認
知
度
の
向
上
を
目
指
す
﹂
と
掲
げ
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
分
か
る
と
お
り
�
ま
ず
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
い

う
言
葉
を
人
々
の
耳
に
届
け
る
た
め
に
は
�
こ
う
し
た

露
出
も
意
味
が
あ
る
�
し
か
し
�
本
当
に
大
事
な
の
は
�

私
た
ち
一
人
一
人
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
本
質
を
理
解
し
て
�

日
々
の
行
動
に
結
び
付
け
る
こ
と
だ
ろ
う
�

　Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
掲
げ
る
�
２
０
３
０
年
ま
で
に
各
国
が

力
を
合
わ
せ
て
達
成
す
べ
き
17
の
ゴ
�
ル
は
�
世
界
全

体
で
目
指
す
べ
き
重
要
な
目
標
だ
�
と
は
い
え
�
日
本
で

暮
ら
し
て
い
る
私
た
ち
の
多
く
は
�
こ
う
し
た
目
標
の

重
要
性
を
理
解
し
つ
つ
も
�
自
分
と
は
縁
遠
い
話
と
し

て
捉
え
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
�
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は

国
際
的
な
目
標
だ
が
国
連
決
議
そ
の
も
の
に
拘
束
力
は

な
い
�
政
府
の
実
施
指
針
も
公
表
さ
れ
た
が
�
そ
れ
を

自
分
の
普
段
の
消
費
活
動
と
結
び
付
け
て
考
え
�
行
動

す
る
と
こ
ろ
ま
で
た
ど
り
着
く
の
は
簡
単
で
は
な
い
�

　人
は
物
事
を
考
え
る
と
き
に
�〝
世
界
〞〝
日
本
ま
た

は
国
内
〞〝
自
分
と
そ
の
周
辺
〞
と
い
う
3
つ
の
枠
を

持
�
て
い
る
�
多
く
の
人
に
と
�
て
大
切
な
の
は
〝
自

分
と
そ
の
周
辺
〞
で
�
よ
り
大
き
な
枠
の
課
題
は
実
感

が
伴
わ
ず
�
誰
か
他
の
人
が
や
る
だ
ろ
う
と
考
え
が
ち

だ
�　消

費
者
政
策
に
お
い
て
�
消
費
者
は
行
政
の
事
前
規

制
に
よ
る
保
護
の
対
象
か
ら
�
市
場
に
お
い
て
公
正
か

つ
持
続
可
能
な
社
会
の
形
成
に
参
画
す
る
プ
レ
�
ヤ
�

へ
と
�
位
置
付
け
が
変
わ
り
つ
つ
あ
る
�
消
費
者
基
本

法
や
消
費
者
教
育
推
進
法
が
示
す
〝
消
費
者
市
民
社
会
〞

は
�
消
費
者
一
人
一
人
の
判
断
と
行
動
で
社
会
を
変
え

て
い
く
こ
と
を
求
め
て
い
る
が
�
今
の
自
分
だ
け
で
な

く
�
未
来
の
世
代
や
地
球
全
体
の
こ
と
ま
で
視
野
を
広

げ
た
消
費
行
動
を
導
く
た
め
に
は
�
判
断
基
準
と
し
て

﹁
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
精
神
﹂
の
浸
透
が
鍵
と
な
る
は
ず
だ
�

　そ
こ
で
�
消
費
者
に
分
か
り
や
す
い
メ
�
セ
�
ジ
を

発
信
す
る
の
が
�
企
業
の
果
た
せ
る
大
き
な
役
割
だ
�

消
費
者
が
環
境
や
社
会
な
ど
に
配
慮
し
た
選
択
を
始
め

よ
う
と
す
る
と
き
�
企
業
が
グ
リ
�
ン
や
エ
シ
カ
ル
な

商
品
�
サ
�
ビ
ス
な
ど
を
提
供
し
て
い
れ
ば
�
需
要
と

供
給
の
歯
車
が
噛
み
合
う
�
企
業
は
技
術
や
人
材
を
活

用
し
�
利
益
を
生
み
出
し
な
が
ら
課
題
解
決
が
で
き
る

存
在
だ
�
近
年
�
企
業
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
重
要
性
は
指
摘
さ

れ
て
き
た
が
�
年
次
報
告
書
な
ど
に
記
載
さ
れ
て
い
る

内
容
が
社
会
貢
献
と
し
て
ど
れ
だ
け
の
価
値
を
持
つ
の

か
は
分
か
り
に
く
か
�
た
�
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
整
理
し
て
い
く
こ

と
で
�Ｃ
Ｓ
Ｒ
が
も
た
ら
す
価
値
が
よ
り
鮮
明
に
社
会

や
消
費
者
へ
と
伝
わ
り
�
企
業
そ
の
も
の
の
存
続
に
も

関
わ
�
て
い
く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
�
企
業
は
正
し

く
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
向
き
合
い
�
特
に
本
業
を
通
じ
て
�
経

済
と
生
活
の
グ
リ
�
ン
化
に
寄
与
す
る
こ
と
で
存
在
感

河野 康子
一般社団法人 全国消費者団体連絡会 前事務局長
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を
示
し
て
ほ
し
い
�

　現
在
の
と
こ
ろ
�
消
費
者
団
体
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
踏
ま

え
た
活
動
に
は
積
極
的
に
踏
み
込
め
て
い
な
い
�
も
�

た
い
な
い
と
い
う
フ
レ
�
ズ
や
省
エ
ネ
な
ど
は
共
感
を

呼
ぶ
が
�
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
言
及
し
て
い
る
経
済
�
社
会
�

環
境
と
い
う
３
つ
の
側
面
を
統
合
し
�
国
内
問
題
と
し

て
だ
け
で
な
く
国
際
社
会
の
課
題
と
し
て
一
人
一
人
が

意
識
す
る
こ
と
は
�
簡
単
に
は
実
現
で
き
な
い
�
と
は

い
え
�
前
進
の
兆
し
は
あ
る
�
例
え
ば
�
日
本
生
活
協

同
組
合
連
合
会
で
は
�
各
地
域
で
活
動
す
る
個
別
生
協

を
通
じ
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
課
題
に
対
応
し
始
め
た
�
現
状

で
も
各
地
の
自
治
体
と
地
元
の
生
協
で
﹁
高
齢
者
の
見

守
り
協
定
﹂﹁
災
害
時
の
物
資
供
給
協
定
﹂﹁
子
育
て
﹂﹁
食

品
ロ
ス
﹂
な
ど
多
様
な
テ
�
マ
で
連
携
協
定
が
結
ば
れ

て
お
り
�
最
近
で
は
複
数
の
テ
�
マ
を
含
む
﹁
地
域
活

性
化
包
括
連
携
協
定
﹂
に
進
ん
で
き
て
い
る
�
日
々
の

暮
ら
し
と
直
結
す
る
自
治
体
や
行
政
組
織
と
の
パ
�
ト

ナ
�
シ
�
プ
を
築
く
こ
と
で
�
消
費
者
一
人
一
人
の
小

さ
な
行
動
が
生
ま
れ
る
�
そ
の
積
み
重
ね
に
よ
る
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
へ
の
貢
献
を
目
指
し
�
全
国
各
地
で
組
合
員
を
対

象
と
し
た
学
習
会
や
�
協
同
組
合
間
の
連
携
を
深
め
る

取
り
組
み
な
ど
も
始
ま
�
た
�

　私
た
ち
人
間
が
資
源
や
エ
ネ
ル
ギ
�
を
大
量
に
消
費

し
て
き
た
こ
と
で
�
地
球
が
悲
鳴
を
あ
げ
て
い
る
�
同

様
に
�
貧
困
の
増
加
や
格
差
拡
大
な
ど
�
生
活
面
で
も

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
発
生
し
て
い
る
� 

そ
う
し
た
複
雑

な
課
題
解
決
へ
の
ア
イ
デ
ア
の
ひ
と
つ
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で

あ
り
�
私
た
ち
消
費
者
も
重
要
な
プ
レ
�
ヤ
�
と
し
て

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
向
き
合
う
時
が
来
て
い
る
�

〝
自
分
の
こ
と
〞
と
し
て

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
考
え
る

企
業
に
よ
る
情
報
発
信
が

消
費
者
の
理
解
を
深
め
る 「私の選択」が世界を救う

「生協とエシカル消費～お買い物を通じた未来への参画～」と題した学習会に76人が参加。SDGs
を学ぶことで、目指したい未来の姿を考えながら、今すべきことについて話し合うことの大切さに気付く

Profile
こうの・やすこ
1957年山梨県生まれ。公立中学校教諭、
いばらきコープ生活協同組合理事、茨城
県生協連理事などを経て、2012年から
（一社）全国消費者団体連絡会事務局
長・共同代表。今年5月よりNPO法人消
費者スマイル基金事務局長。

今年７月７日、450人が参加した「第95回国際協同組合デー記念中央集会」で。参加した
各組織の実践事例を紹介しながら、協同組合がSDGsの担い手として進めるべき取り組み
やネットワークの拡大などについて意見交換を行った

※「Voice」の内容は、筆者の個人的見解に基づいています。
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横地 晃
YOKOCHI Akira

外務省　国際協力局
地球規模課題総括課長

1993年外務省入省。これまでに国連、北朝鮮、G7、経済協力、中国経済などの
分野を担当。在中国日本国大使館、経済協力開発機構（OECD）代表部での勤
務経験も持つ。今年７月には、ニューヨークで開催された「持続可能な開発のた
めの国連ハイレベル政治フォーラム（HLPF）」に参加。

「ここが知りたい」。国際協力に関係する政策を
  外務省の担当者が分かりやすく解説します！

　「持続可能な開発目標（SDGs）」とは、2015年９月、国
連において全会一致で採択された2030年までに達成す

べき17の目標によって構成される、先進国を含む国際社

会全体の開発目標です。「人間の安全保障」の概念を反

映する「誰一人取り残さない」をキーワードに、経済・社

会・環境の統合的向上を目指す、壮大なアジェンダとなっ

ています。

　SDGsの17のアイコンを眺めると、日本には縁遠いよう

に思えるかもしれませんが、女性の活躍に関係する目標

５の「ジェンダー」、働きがいのある人間らしい雇用を目指

す目標８の「ディーセント・ワーク」、食品ロスをなくすこと

が一例として挙げられる目標12の「持続可能な生産・消

費」など、私たちの生活に身近な課題も少なくありません。

　昨年から開催されている閣僚級会合「国連ハイレベル

政治フォーラム（HLPF）」では、各国のSDGsの取り組みを

レビューしています。今年７月には日本を含む43カ国が

SDGsって何？

　北アフリカに位置する人口約1,100万人

の国、チュニジア。北は地中海に面し、南は

サハラ砂漠が広がる比較的穏やかな気候に

恵まれた地域で、カルタゴ・ローマなどの歴史

を物語る文化遺産も豊富です。

　チュニジアの医療水準は、アフリカ諸国の

中でも高水準ですが、乳がんの検診に関して

は課題があります。公的医療機関では、維持

費用削減の観点からマンモグラフィー（乳房

Ｘ線検査）装置が導入されていないのです。

また、民間病院にはマンモグラフィー装置はあ

るものの、検診費用が高額なため、一般的にはマンモグラフィー装置に

よる乳がんの検診は行われていません。

　そこで、日本国大使館は、チュニジアで事業を行っている富士フイルム

株式会社と連携し、ダールエルアマル癌対策協会（ＮＧＯ団体）に対して

同社の最新型デジタル・マンモグラフィー装置を導入しました。同社は、

約2,000万円の資金援助に加え、使用方法の指導や無償保証期間の

設定を行い、今回の取り組みを支援しています。

　今回、機材を供与された団体は、これまで乳がん検診に関する啓発活

動を行っており、2003年に日本国大使館が供与したマンモグラフィー装

置を用いて無償で乳がん検診を行ってきました。しかし、機材が旧式で、

最新型と比較して早期発見に課題があったことから、2014年に改めて

日本国大使館に支援を要請してきたのです。

　当初は、年間約1,500人の女性を検診することを想定していました

が、昨年の実績は約4,400人という予想を大きく上回るものでした。その

結果、15件の乳がんの早期発見につながるなど、チュニジアの女性の

医療環境の改善に貢献しています。

（在チュニジア日本国大使館　二等書記官 久保田寛之） 

A1.

　SDGsが策定されて、まず日本が取り組んだのは「基盤整
備」です。具体的には、総理を本部長とし、全閣僚を構成員と

する「SDGs推進本部」を設置しました。また、マルチステーク

ホルダーによる「SDGs推進円卓会議」を設置し、そこでの意

見交換などを経て「SDGs実施指針」を策定しました。この実

施指針は、SDGsの目標とターゲットを日本の文脈に即して

８つの優先課題に再構成したもので、国内実施と国際協力

の両面が含まれます。

　それらの実施に当たって日本が重視しているのは「官民パ

ートナーシップ（PPAP）」です。HLPFでは、映像資料※によっ

てPPAPに立脚した具体的事例として、北九州市の水道技術

による国際技術協力、JICAによる母子健康手帳の途上国導

入支援、味の素株式会社が開発した子どもの栄養改善サプ

Q1.

参加し、岸田文雄外務大臣（当時）が日本の取り組みにつ

いてスピーチしました。その中で、SDGsを「（地方を含

め）日本を元気にし、世界を元気にする取り組み」と位置

付け、「誰一人取り残さない」多様性と包摂性のある社会

の実現に向けた取り組みを発信。加えて、日本が重視す

る「官民パートナーシップ（Public Private Action for 

Partnership:PPAP）」の事例を映像資料で紹介した他、

「インターナショナルスクー

ル・オブ・アジア軽井沢」の

代表理事・小林りん氏は次

世代の育成の重要性につい

て発信しました。岸田外相

（当時）は子ども・若年層に

焦点を当て、2018年までに

10億ドル規模の支援を実施

することも発表しました。

　開発をめぐる国際環境の大きな変化がその背景にあり
ます。SDGsの前身である「ミレニアム開発目標（MDGs）｣

は、2001年からの15年間で一定の成果を収めましたが、

この期間にも先進国と途上国の間や国内での格差が広が

ったり、気候変動による自然災害が増加したりと、新たな

課題が発生しました。開発資金の推移を見ると、政府開発

援助（ODA）が伸び悩む一方、民間資金が増大し、開発に

おいて重要な役割を担っています。こうした中、経済・社

会・環境の統合的向上による持続可能な社会の実現に向

け、さまざまな課題をイノベーションによって解決に導い

ていくことが必要ですが、その観点でも、企業の果たす役

割は極めて大きいと言えます。

どうして企業の参画が重要なの？

リメント「KOKO Plus」、株式会社日本フードエコロジーセン

ターの取り組みを紹介しました。

　国内外でSDGs関連の取り組みを拡大していくことが重要

ですが、その上での課題がSDGsに対する認知度の向上で

す。SDGsプロモーターを務めるピコ太郎氏がHLPFのレセプ

ションで披露したSDGs版PPAPのパフォーマンスが報道さ

れたこともあり、今回のHLPFでの日本の発表は国内外の高

い注目を集めました。今後も、SDGsの取り組みの表彰制度

「ジャパンSDGsアワード」やロゴの活用、地方での普及推

進、エンタメ界とのさらなる連携などを通じて、あらゆる文脈

でSDGsを主流化し、「国民運動」的うねりを作り出していき

たいと考えています。 　

※外務省2030アジェンダ・ページで試聴可能

　企業の社会的責任（CSR）の枠を超えて、本業を通じた

SDGsへの貢献を加速化させる動きとして、「ESG投資」が

あります。これは、金融業界などが、環境（Environment）、

社会（Social）、企業統治（Governance）の3点に配慮して

いる企業を重視・選別して投資を行うというものです。先

進的な企業では経営者レベルでSDGs貢献が重視され始

めており、企業活動を変革せざるを得ない時代に入ってい

ます。年金積立金管理運用（GPIF）は、ESG投資に力を入れ

ることを決めています。日本証券業協会は、近く会長直属

のSDGs諮問機関を設置し、業界として積極的な貢献を検

討するとしています。

　外務省としても、ジャパンSDGsアワードの活用などによ

って、こうした取り組みをさらに後押ししていきたいと思い

ます。

A2.

日本はどんな取り組みをして　   いるの？Q2.

A3.

Q3.

女性の健康を守る最新型の
マンモグラフィー装置

富士フイルム社の最新型のデ
ジタル・マンモグラフィー装置

Me�age from Tunisia

1
SDGsは先進国を含

めた

国際社会全体の開
発目標

2
その取り組みにはP

PAPが鍵。

SDGsの国内認知度
の向上が課題

3
SDGs推進には企業

の参画が不可欠

７月にニューヨークの国連本部で開催
された日本政府主催レセプションで、
SDGsにちなみ17のポーズを取る岸田
外務大臣（当時）とピコ太郎氏

日本政府のSDGs推進ロゴマーク
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放置された状態の旧採掘場。板の橋は、さらに奥地の別の採掘場へと続いている
売買のため金の重さを量る。この粗金の塊は約10グラム。品質にもよるが、１グラム約3,000円で取引されるという
エドワードさん（左）に誘われて金の採掘を始めたという20歳のアンディ・サッキーさん（中央）は、「危険な仕事なのに、
あまりもうからない。機械に挟まれて大けがをしたときも、お金がなくて病院に行けなかった」と話す

ガーナ西部には、手掘りの小規模金鉱山で働く人も

祭事に参加する地方の王様。ガーナの地方部では、金の装飾品を身に着けた王の存在が今も重要な役割を果
たしている

金の選別機。金を含んだ泥水を流すと、重い金は沈み、底に敷いている網に絡め取られるという仕組みだ。泥水はそのまま川に流されるので汚染の原因ともなる

a.
b.
c.

c

地球ギャラリー vol.108

地球ギャラリー vol.108

川の採掘者たち。金を含んだ泥水を吸い上げるゴムホースの位置を調整している。
泥の抵抗力もあり、かなりの重労働だ

a

b

　
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
に
次
い
で
、
ア
フ
リ
カ
第
２
の
金
産
出
量
（
約
90
ト
ン
／

２
０
１
４
年
）
を
誇
る
ガ
ー
ナ
。
９
世
紀
ご
ろ
か
ら
、
西
ア
フ
リ
カ
の
金
は
サ
ハ

ラ
縦
断
交
易
の
重
要
な
商
品
と
し
て
、
北
ア
フ
リ
カ
の
ア
ラ
ブ
・
イ
ス
ラ
ム
諸
国

に
輸
出
さ
れ
、
こ
の
地
の
王
た
ち
に
富
や
権
力
、
名
声
を
も
た
ら
し
て
き
た
。
現

在
、
ガ
ー
ナ
で
は
無
秩
序
な
小
規
模
金
採
掘
に
よ
る
自
然
環
境
の
破
壊
が
問
題
と

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
背
景
に
は
金
を
掘
る
人
々
の
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
事

情
が
あ
っ
た
。

　
実
態
を
探
る
た
め
、
ガ
ー
ナ
の
首
都
ア
ク
ラ
の
北
に
あ
る
キ
ビ
地
方
を
訪
れ

た
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
キ
ビ
地
方
に
は
「
川
の
金
採
掘
者
」
と
、
「
山
の

金
採
掘
者
」
が
い
る
そ
う
だ
。
村
人
に
案
内
を
頼
み
、
初
め
に
川
の
採
掘
場
へ
と

向
か
っ
た
。
昼
間
で
も
薄
暗
い
カ
カ
オ
畑
を
抜
け
、
や
ぶ
の
中
を
し
ば
ら
く
歩
く

と
、
幅
10
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
川
に
出
た
。
川
の
水
は
茶
色
に
濁
り
、
周
辺
の
木
々

は
な
ぎ
倒
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
場
所
は
か
つ
て
金
の
採
掘
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、

今
は
放
置
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
上
流
に
向
か
っ
て
さ
ら
に
20
分
ほ
ど
進
む
と
、

荒
涼
と
し
た
光
景
の
広
が
る
採
掘
場
に
到
着
し
た
。

　
川
面
に
は
３
台
の
筏
が
浮
か
び
、
そ
れ
ぞ
れ
の
筏
か
ら
２
本
の
ゴ
ム
ホ
ー
ス
が

突
き
出
て
い
る
。
ま
ず
１
本
目
の
ホ
ー
ス
を
使
っ
て
、
金
を
含
ん
で
い
そ
う
な
川

岸
の
斜
面
に
水
を
噴
射
し
て
泥
水
の
状
態
に
し
、
そ
の
泥
水
を
２
本
目
の
ホ
ー
ス

で
吸
い
上
げ
、
専
用
の
選
別
機
で
濾
し
な
が
ら
金
だ
け
を
取
り
出
す
の
だ
。

　
一
番
岸
に
近
い
筏
で
作
業
し
て
い
た
３
人
の
グ
ル
ー
プ
に
話
を
聞
い
た
。
リ
ー

ダ
ー
格
は
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ア
ク
エ
テ
ィ
さ
ん
（
23
）
だ
。
「
お
金
を
貯
め
て
将
来

は
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
勉
強
を
し
た
い
け
ど
、
今
は
日
々
の
生
活
で
精
い
っ
ぱ

い
。
そ
れ
で
も
、
金
を
掘
る
以
外
に
仕
事
が
な
い
ん
だ
」
。
３
人
の
中
で
最
も
若

い
ダ
ニ
エ
ル
・
ボ
テ
ン
グ
さ
ん
（
15
）
は
、
中
学
校
を
１
年
で
中
退
し
、
家
計
を

助
け
る
た
め
に
働
い
て
い
る
そ
う
だ
。

　
エ
ド
ワ
ー
ド
さ
ん
に
よ
る
と
、
１
日
に
採
れ
る
粗
金
の
量
は
平
均
で
５
グ
ラ
ム

ほ
ど
。
そ
れ
を
村
の
仲
買
業
者
に
売
り
、
３
人
で
売
り
上
げ
を
分
配
し
て
い
る
が
、

筏
の
レ
ン
タ
ル
料
や
軽
油
代
を
差
し
引
く
と
、
１
人
当
た
り
の
分
け
前
は
日
本
円

に
換
算
し
て
数
百
円
。
生
活
は
か
な
り
厳
し
い
。

　
次
に
、
こ
こ
か
ら
15
キ
ロ
ほ
ど
離
れ
た
場
所
で
働
い
て
い
る
山
の
採
掘
者
を
訪

ね
た
。
彼
ら
は
山
奥
の
目
立
た
な
い
場
所
で
、
６
〜
８
人
の
グ
ル
ー
プ
を
作
り
採

掘
を
行
っ
て
い
た
。
地
面
を
掘
り
起
こ
し
、
そ
こ
に
川
や
池
か
ら
く
ん
で
き
た
水

を
流
し
込
ん
だ
ら
、
あ
と
は
川
の
採
掘
者
と
同
じ
よ
う
に
、
で
き
た
泥
水
を
選
別

機
で
濾
し
て
金
だ
け
の
状
態
に
し
て
い
く
。
５
年
間
こ
の
仕
事
を
し
て
い
る
と
い

う
エ
ブ
ラ
ヒ
ム
・
ト
ム
ス
ン
さ
ん
（
22
）
は
、「
毎
日
、
朝
11
時
か
ら
夕
方
５
時

半
ご
ろ
ま
で
働
い
て
い
る
。
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
な
り
た
い
け
ど
、
学
校
に
行
く
お
金

が
な
い
。
金
が
採
取
で
き
な
か
っ
た
日
は
夕
飯
を
食
べ
ず
に
寝
る
の
で
、
空
腹
で

夜
中
に
目
が
覚
め
る
こ
と
も
あ
る
よ
」

　
取
材
し
た
採
掘
者
た
ち
の
多
く
は
、
他
に
現
金
収
入
の
仕
事
が
な
く
、
食
い
つ

な
ぐ
た
め
に
働
い
て
い
た
。
エ
ド
ワ
ー
ド
さ
ん
が
、
別
れ
際
に
口
に
し
た
言
葉
が

印
象
に
残
っ
て
い
る
。「
こ
こ
は
戦
場
。
み
ん
な
生
き
る
た
め
に
必
死
に
戦
っ
て

い
る
。
日
本
に
帰
っ
て
も
俺
た
ち
を
忘
れ
な
い
で
く
れ
」

　
森
林
の
減
少
や
土
地
の
荒
廃
、
金
の
精
錬
に
使
う
水
銀
に
よ
る
環
境
汚
染
が
深

刻
化
し
、
政
府
は
違
法
操
業
の
取
り
締
ま
り
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
本

当
に
必
要
な
こ
と
は
、
採
掘
者
の
側
に
立
っ
た
支
援
や
、
地
方
の
若
者
た
ち
の
雇

用
の
創
出
に
力
を
注
ぐ
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

飯
塚 

明
夫（
い
い
づ
か 

あ
き
お
）

1
9
5
6
年
生
ま
れ
。
青
年
海
外
協
力
隊

（
写
真
講
師
）
の
活
動
で
ザ
ン
ビ
ア
に
赴
任
。

以
来
、
ア
フ
リ
カ
の
人
々
の
生
き
る
姿
に

魅
了
さ
れ
、
30
年
に
わ
た
り
ア
フ
リ
カ
各

地
の
歴
史
・
文
化
・
風
土
の
取
材
を
続
け

て
い
る
。「
仮
面
の
王
国
」（
ニ
コ
ン
サ
ロ

ン
）、「
サ
ヘ
ル
」（
コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ
プ
ラ

ザ
）な
ど
個
展
多
数
開
催
。
写
真
学
校
講
師
。

日
本
写
真
家
協
会
会
員
。
日
経
ナ
シ
ョ
ナ

ル
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
写
真
賞
２
０
１
４
・

ピ
ー
プ
ル
部
門
で
最
優
秀
賞
受
賞
。

Ghana
［ガーナ］

写真・文＝飯塚明夫（写真家）

地球ギャラリー vol.108

金の精錬のために使われる
水銀。多くの採掘者が素手
で扱っている。水銀と金の合
金を加熱し、水銀を蒸発させ
て金を抽出する工程は、健康
被害や環境汚染を引き起こ
す原因になるといわれる
山の採掘場を回り、金を買い
付ける村の仲買業者たち（右
側の２人）

d.

e.

de

黄
金
、そ
の
光
と
影

ガーナ・キビ地方の小規模金採掘場で働く人々。
女性の姿も見られる。日々の収入はその日の金
の収量によるため、不安定な暮らしが続く

い
か
だ

こ

金を含む泥水を選別機に運ぶ山の採掘者。６～８人でチームを組み、「掘る」「運ぶ」「選別する」の担当に分かれて作業を行う

アクラ
キビ

ガーナ



放置された状態の旧採掘場。板の橋は、さらに奥地の別の採掘場へと続いている
売買のため金の重さを量る。この粗金の塊は約10グラム。品質にもよるが、１グラム約3,000円で取引されるという
エドワードさん（左）に誘われて金の採掘を始めたという20歳のアンディ・サッキーさん（中央）は、「危険な仕事なのに、
あまりもうからない。機械に挟まれて大けがをしたときも、お金がなくて病院に行けなかった」と話す

ガーナ西部には、手掘りの小規模金鉱山で働く人も

祭事に参加する地方の王様。ガーナの地方部では、金の装飾品を身に着けた王の存在が今も重要な役割を果
たしている

金の選別機。金を含んだ泥水を流すと、重い金は沈み、底に敷いている網に絡め取られるという仕組みだ。泥水はそのまま川に流されるので汚染の原因ともなる
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川の採掘者たち。金を含んだ泥水を吸い上げるゴムホースの位置を調整している。
泥の抵抗力もあり、かなりの重労働だ
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ア
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リ
カ
共
和
国
に
次
い
で
、
ア
フ
リ
カ
第
２
の
金
産
出
量
（
約
90
ト
ン
／

２
０
１
４
年
）
を
誇
る
ガ
ー
ナ
。
９
世
紀
ご
ろ
か
ら
、
西
ア
フ
リ
カ
の
金
は
サ
ハ

ラ
縦
断
交
易
の
重
要
な
商
品
と
し
て
、
北
ア
フ
リ
カ
の
ア
ラ
ブ
・
イ
ス
ラ
ム
諸
国

に
輸
出
さ
れ
、
こ
の
地
の
王
た
ち
に
富
や
権
力
、
名
声
を
も
た
ら
し
て
き
た
。
現

在
、
ガ
ー
ナ
で
は
無
秩
序
な
小
規
模
金
採
掘
に
よ
る
自
然
環
境
の
破
壊
が
問
題
と

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
背
景
に
は
金
を
掘
る
人
々
の
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
事

情
が
あ
っ
た
。

　
実
態
を
探
る
た
め
、
ガ
ー
ナ
の
首
都
ア
ク
ラ
の
北
に
あ
る
キ
ビ
地
方
を
訪
れ

た
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
キ
ビ
地
方
に
は
「
川
の
金
採
掘
者
」
と
、
「
山
の

金
採
掘
者
」
が
い
る
そ
う
だ
。
村
人
に
案
内
を
頼
み
、
初
め
に
川
の
採
掘
場
へ
と

向
か
っ
た
。
昼
間
で
も
薄
暗
い
カ
カ
オ
畑
を
抜
け
、
や
ぶ
の
中
を
し
ば
ら
く
歩
く

と
、
幅
10
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
川
に
出
た
。
川
の
水
は
茶
色
に
濁
り
、
周
辺
の
木
々

は
な
ぎ
倒
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
場
所
は
か
つ
て
金
の
採
掘
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、

今
は
放
置
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
上
流
に
向
か
っ
て
さ
ら
に
20
分
ほ
ど
進
む
と
、

荒
涼
と
し
た
光
景
の
広
が
る
採
掘
場
に
到
着
し
た
。

　
川
面
に
は
３
台
の
筏
が
浮
か
び
、
そ
れ
ぞ
れ
の
筏
か
ら
２
本
の
ゴ
ム
ホ
ー
ス
が

突
き
出
て
い
る
。
ま
ず
１
本
目
の
ホ
ー
ス
を
使
っ
て
、
金
を
含
ん
で
い
そ
う
な
川

岸
の
斜
面
に
水
を
噴
射
し
て
泥
水
の
状
態
に
し
、
そ
の
泥
水
を
２
本
目
の
ホ
ー
ス

で
吸
い
上
げ
、
専
用
の
選
別
機
で
濾
し
な
が
ら
金
だ
け
を
取
り
出
す
の
だ
。

　
一
番
岸
に
近
い
筏
で
作
業
し
て
い
た
３
人
の
グ
ル
ー
プ
に
話
を
聞
い
た
。
リ
ー

ダ
ー
格
は
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ア
ク
エ
テ
ィ
さ
ん
（
23
）
だ
。
「
お
金
を
貯
め
て
将
来

は
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
勉
強
を
し
た
い
け
ど
、
今
は
日
々
の
生
活
で
精
い
っ
ぱ

い
。
そ
れ
で
も
、
金
を
掘
る
以
外
に
仕
事
が
な
い
ん
だ
」
。
３
人
の
中
で
最
も
若

い
ダ
ニ
エ
ル
・
ボ
テ
ン
グ
さ
ん
（
15
）
は
、
中
学
校
を
１
年
で
中
退
し
、
家
計
を

助
け
る
た
め
に
働
い
て
い
る
そ
う
だ
。

　
エ
ド
ワ
ー
ド
さ
ん
に
よ
る
と
、
１
日
に
採
れ
る
粗
金
の
量
は
平
均
で
５
グ
ラ
ム

ほ
ど
。
そ
れ
を
村
の
仲
買
業
者
に
売
り
、
３
人
で
売
り
上
げ
を
分
配
し
て
い
る
が
、

筏
の
レ
ン
タ
ル
料
や
軽
油
代
を
差
し
引
く
と
、
１
人
当
た
り
の
分
け
前
は
日
本
円

に
換
算
し
て
数
百
円
。
生
活
は
か
な
り
厳
し
い
。

　
次
に
、
こ
こ
か
ら
15
キ
ロ
ほ
ど
離
れ
た
場
所
で
働
い
て
い
る
山
の
採
掘
者
を
訪

ね
た
。
彼
ら
は
山
奥
の
目
立
た
な
い
場
所
で
、
６
〜
８
人
の
グ
ル
ー
プ
を
作
り
採

掘
を
行
っ
て
い
た
。
地
面
を
掘
り
起
こ
し
、
そ
こ
に
川
や
池
か
ら
く
ん
で
き
た
水

を
流
し
込
ん
だ
ら
、
あ
と
は
川
の
採
掘
者
と
同
じ
よ
う
に
、
で
き
た
泥
水
を
選
別

機
で
濾
し
て
金
だ
け
の
状
態
に
し
て
い
く
。
５
年
間
こ
の
仕
事
を
し
て
い
る
と
い

う
エ
ブ
ラ
ヒ
ム
・
ト
ム
ス
ン
さ
ん
（
22
）
は
、「
毎
日
、
朝
11
時
か
ら
夕
方
５
時

半
ご
ろ
ま
で
働
い
て
い
る
。
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
な
り
た
い
け
ど
、
学
校
に
行
く
お
金

が
な
い
。
金
が
採
取
で
き
な
か
っ
た
日
は
夕
飯
を
食
べ
ず
に
寝
る
の
で
、
空
腹
で

夜
中
に
目
が
覚
め
る
こ
と
も
あ
る
よ
」

　
取
材
し
た
採
掘
者
た
ち
の
多
く
は
、
他
に
現
金
収
入
の
仕
事
が
な
く
、
食
い
つ

な
ぐ
た
め
に
働
い
て
い
た
。
エ
ド
ワ
ー
ド
さ
ん
が
、
別
れ
際
に
口
に
し
た
言
葉
が

印
象
に
残
っ
て
い
る
。「
こ
こ
は
戦
場
。
み
ん
な
生
き
る
た
め
に
必
死
に
戦
っ
て

い
る
。
日
本
に
帰
っ
て
も
俺
た
ち
を
忘
れ
な
い
で
く
れ
」

　
森
林
の
減
少
や
土
地
の
荒
廃
、
金
の
精
錬
に
使
う
水
銀
に
よ
る
環
境
汚
染
が
深

刻
化
し
、
政
府
は
違
法
操
業
の
取
り
締
ま
り
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
本

当
に
必
要
な
こ
と
は
、
採
掘
者
の
側
に
立
っ
た
支
援
や
、
地
方
の
若
者
た
ち
の
雇

用
の
創
出
に
力
を
注
ぐ
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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外
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力
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（
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真
講
師
）
の
活
動
で
ザ
ン
ビ
ア
に
赴
任
。

以
来
、
ア
フ
リ
カ
の
人
々
の
生
き
る
姿
に

魅
了
さ
れ
、
30
年
に
わ
た
り
ア
フ
リ
カ
各

地
の
歴
史
・
文
化
・
風
土
の
取
材
を
続
け

て
い
る
。「
仮
面
の
王
国
」（
ニ
コ
ン
サ
ロ

ン
）、「
サ
ヘ
ル
」（
コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ
プ
ラ

ザ
）な
ど
個
展
多
数
開
催
。
写
真
学
校
講
師
。

日
本
写
真
家
協
会
会
員
。
日
経
ナ
シ
ョ
ナ

ル
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
写
真
賞
２
０
１
４
・

ピ
ー
プ
ル
部
門
で
最
優
秀
賞
受
賞
。
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写真・文＝飯塚明夫（写真家）

地球ギャラリー vol.108

金の精錬のために使われる
水銀。多くの採掘者が素手
で扱っている。水銀と金の合
金を加熱し、水銀を蒸発させ
て金を抽出する工程は、健康
被害や環境汚染を引き起こ
す原因になるといわれる
山の採掘場を回り、金を買い
付ける村の仲買業者たち（右
側の２人）

d.

e.

de

黄
金
、そ
の
光
と
影

ガーナ・キビ地方の小規模金採掘場で働く人々。
女性の姿も見られる。日々の収入はその日の金
の収量によるため、不安定な暮らしが続く

い
か
だ

こ

金を含む泥水を選別機に運ぶ山の採掘者。６～８人でチームを組み、「掘る」「運ぶ」「選別する」の担当に分かれて作業を行う
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放置された状態の旧採掘場。板の橋は、さらに奥地の別の採掘場へと続いている
売買のため金の重さを量る。この粗金の塊は約10グラム。品質にもよるが、１グラム約3,000円で取引されるという
エドワードさん（左）に誘われて金の採掘を始めたという20歳のアンディ・サッキーさん（中央）は、「危険な仕事なのに、
あまりもうからない。機械に挟まれて大けがをしたときも、お金がなくて病院に行けなかった」と話す

ガーナ西部には、手掘りの小規模金鉱山で働く人も

祭事に参加する地方の王様。ガーナの地方部では、金の装飾品を身に着けた王の存在が今も重要な役割を果
たしている

金の選別機。金を含んだ泥水を流すと、重い金は沈み、底に敷いている網に絡め取られるという仕組みだ。泥水はそのまま川に流されるので汚染の原因ともなる
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川の採掘者たち。金を含んだ泥水を吸い上げるゴムホースの位置を調整している。
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０
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４
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縦
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ラ
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わ
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Heritage

サン・セバスティアン砦の入り口。かつての奴隷貿易拠点も、今は地元の人たちが多く訪れる場所だ

　かつて黄金海岸（ゴールドコースト）と呼ばれたガーナの沿岸部に
は、15世紀以降、訪れたヨーロッパ人がいくつもの貿易拠点を建てた。

沿岸部の城塞群

ガーナの世界遺産といえば

ガーナの文化を
知ろう！

取材協力：小林 愛鐘さん

取材協力：鈴木 瞳さん

地球ギャラリー

城の上から眺める小さな町と、遠くに広がる海の光景

仲良くフフをつく夫妻。かなり
の重労働なので、ガーナ人は
上腕二頭筋の筋肉“フフ筋”
が鍛えられている

町の食堂でも、肉入りスープ
を添えて４セディ（約100円）
ほどで食べることができる

　ガーナの魅力の一つは豊かな食文
化。地方や民族によって特有の伝統料
理があり、主食だけでも10種類を超え
る。いずれもスパイシーなのが特長だ
が、中でも人気があるのが、日本の餅
によく似た“フフ”だ。
　もともとはアカン族の伝統料理だっ
たが、今ではガーナ全土で愛されてい
るフフ。臼と杵を使って二人掛かりで
作るため、普段は家事を妻に任せきり
の夫が腕を振るうこともある。手間が
掛かることから、ちょっとしたご馳走の
位置づけだ。

　材料はヤムイモ、キャッサバ、プラン
テーン（調理用バナナ）など。北部で
はヤムイモ、南部ではキャッサバとプラ
ンテーンで作ることが多い。インスタン
トのフフの粉もあるが、材料が手に入
りにくい日本では、代わりにセモリナ
粉やトウモロコシの粉を練って作るこ
ともできる。
　野菜と肉を煮込んだライトスープ、
口当たりの良いピーナッツスープ、アブ
ラヤシの実と魚で作るパームナッツス
ープなど、好みのスープとあわせて食
べるのがガーナ流だ。

【RE C I P E】
●材料（2人分）
キャッサバ２本／プランテーン3本（水で練ったセモリナ粉やトウモロコシの粉でも代用可）

キャッサバとプランテーンの皮をむき、小さく切る。
❶をそれぞれ別の鍋に水と共に入れ、柔らかくなるまで茹でる。
それぞれ分けたまますり鉢でつき、柔らかい餅状にまとめる。
ついたキャッサバとプランテーンを合わせて、さらについていく。滑らかになったら、
温かいうちに丸く団子のように整形して器に盛る。
お好みのスープをかけて召し上がれ。

❶
❷
❸
❹

❺

ガーナのご馳走といえば

フフ

それらのうち現存する11の城塞が、1979年に「ヴォルタ州、グレータ
ー・アクラ州、セントラル州、ウェスタン州の城塞群」としてユネスコ世
界遺産に登録されている。
　そのうちの一つ、サン・セバスティアン砦は、ポルトガル人がイギリス
に貿易を邪魔されないよう、1520年代に建設したもの。その後、オラン
ダ人が占領し、奴隷貿易の舞台にもなった。18世紀始めにアフリカ人で
初めてヨーロッパの大学で学位を得た哲学者、アントン・ウィルヘルム・
アーモも、この城の地下に眠っている。そんな歴史のある建物だが、今
は地元住民がくつろいだり、洗濯物を干したりと、日常の一部になって
いる。かつては郵便局や選挙管理委員会のオフィスとして使用されてい
た時期もあったという。
　同じ“城塞群”に含まれる
エルミナ城やケープコースト
城に比べて規模が小さいた
め、訪れる観光客も少ないサ
ン・セバスティアン砦。小さ
な港町の中に静かに佇む砦
の上から見下ろす町並みは、
今も美しい。

あ かね

●作り方
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『危機の現場に立つ』
「平和とは、苦労して作り出して大切に守らなければならないも
のであり、自然と存在するものではない」。そう語るのは、国連軍
縮担当事務次長であり、2児の母親でもある著者の中満泉氏。
サラエボ、旧ユーゴスラビア、アフ
ガニスタン、シリアなど、危険と隣
り合わせの数々の現場で平和活
動に奮闘してきた人物だ。難民
支援の交渉で目の当たりにした
不条理、国連で働く意義、子育て
と仕事の両立法まで、国際協力
の現場を目指す人へのメッセージ
が込められた1冊。

この本を
1人の方に
プレゼント
詳細は
38ページへ

2016年／アルゼンチン＝スペイン／117分
監督：ガストン・ドゥプラット、マリアノ・コーン
出演：オスカル・マルティネス、ダディ・ブリエバ、アンドレア・フリヘリオ他
公開：9月16日（土）より岩波ホール（東京都千代田区）にて公開
URL：www.waraukokyo.com/
配給：パンドラ

B  OOK

『メコンを下る』
全長4,909キロにも及ぶ東南アジア最大の河川、メコン川。著
者の北村昌之氏は、“誰もがまったく期待しないようなとんでもな
い発見をする”という探検道を掲げ、1994年に中国でメコン川
の水源を発見。その後、チベット
自治区、ラオス、カンボジア、ベト
ナムと、南シナ海に至るまでの全
流域を下るプロジェクトに取り組
んだ。流域で暮らす現地の人 と々
の出会いに支えられながら、悠久
の大河に挑み続けた東京農業
大学探検部の学生・OBの11年
の記録。

この本を
1人の方に
プレゼント
詳細は
38ページへ

中満泉 著
講談社
1,512円(税込)

北村昌之 著
めこん
5,940円(税込)

『笑う故郷』
ノーベル文学賞を受賞したアルゼンチン出身の作家、ダニエル。ス
ペインで暮らす彼のもとに一通の手紙が届く。それは生まれ故郷の
町サラスから“名誉市民”の称号を贈りたいという知らせだった。若か
りしころに逃げるように街を出て以来、40年以上帰っていない彼は
一人で故郷に向かう。しかし待っていたのは、怒涛のように訪れるハ
プニング。それは次第にエス
カレートし……。華 し々い人
生を満喫する国際的な主
人公と、故郷の街に根を下
ろして暮らしてきた普通の
人々との間に生まれた深い
溝を通して、人間の本質を
辛辣に描く作品。

『グローバルフェスタJAPAN 2017』
今年で27回目を迎える、国際協力に携わる政府機関やNGO、企業
などが一同に会する国内最大級のイベント。「Find your Piece!～
見つけよう、わたしたちにできること～」をテーマに、持続可能な開発
目標（SDGs）についてさまざまな
コンテンツで紹介する。なんとかし
なきゃ！プロジェクトステージでは、
なでしこJAPANの佐々木則夫元
監督がブラジルでの国際協力の
現場視察を報告する。また、JICA
地球ひろばの「私たちがつくる未
来 SDGs展」も開催。多種多様な
イベントに参加して世界を知り、国
際協力への一歩を踏み出す2日
間にしよう。

会期：9月30日（土）、10月1日（日）10:00～17:00（予定）
会場：お台場センタープロムナード シンボルプロムナード公園内（東京都江東区）
URL：http://gfjapan2017.jp/
問：グローバルフェスタJAPAN2017実行委員会事務局
TEL：03-3505-2235

しん  らつ
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プレゼント付き

次号予告（2017年10月１日発行予定）

防災
地震、台風、洪水など、世界各地で自然災害による被害が後を絶ちませ
ん。日本もこれまでに幾度となく災害に襲われ、そのたびに復興への取
り組みを進めてきました。災害の教訓を世界に発信するべく、日本が積
み重ねてきた防災支援について紹介します。

本誌をご希望の場合は
下記方法で

お申し込みください。

本誌をご希望の方には、送料をご負担いた
だく形で送付いたします。巻末の払込取扱
票に、氏名・住所・電話番号・ご希望の送付
期間・送付開始月を明記の上、指定の金額
を郵便局でお支払いください。入金の確認後、発送を手配いたします（入金から1
週間程度かかることもありますのでご了承ください）。複数冊、またはバックナンバー
をご希望の方は送料が異なりますので、下記までお問い合わせください。

申込方法

申込先
住　所
T E L
F A X
Eメール

（株）国際開発ジャーナル社 総務部（発送代行）
〒102-0083  東京都千代田区麹町3-2-4 麹町HFビル9F
03-3221-5583
03-3221-5584
order@idj.co.jp

① ネパールのミニポーチ
② 書籍『メコンを下る』 （p37参照）
③ 書籍『危機の現場に立つ』 （p37参照）
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Vol.107  ネパール

ネパールの女性たちに自立する力を

©Yuki Asada

　「仕事をして、自分の力で収入を得た
い」。生活のため、そして自分自身のため
に、そう願う女性たちがいます。
　ネパールの首都カトマンズから西へ200
キロ。美しい湖沼群を持ち、人気のトレッキ
ング地でもあるポカラ市にあるWomen’s 
Skills Development Organization（ＷＳ
ＤＯ）は、1975年に設立された女性向け
の技術訓練を行う団体です。貧しかった
り、障害があったり、過去に暴力を振る
われたり、夫に先立たれたり……。そんな
女性たちがスキルに合わせて訓練を受
け、自立を目指しています。
　彼女たちが携わっているのは、綿糸を
染色し、織りあげ、バッグやポーチ、おも
ちゃといったコットン100％の商品を作る
こと。一つ一つハンドメイドで、現地での

観光客向けの他、海外にもフェアトレード
商品として販売されています。
　WSDOには、2002年から青年海外協
力隊やJICAシニアボランティアなど７人
の日本人が関わってきました。「協力分
野は染色、縫製、デザイン、品質管理な
ど、多岐にわたります」と、その中の一人、
シニアボランティアの上坂とよ子さんは話
します。「自立には市場開拓も必要と考
え、品質管理やマーケティングにも取り組
んできました。協力隊員たちが伝えた新
しい技術も、熱心な彼女たちが引き継い
でいます」
　さまざまな支援を糧に、今では自分た
ち自身で商品をデザインし、制作できるよ
うになったネパールの女性たち。今日も
新しい商品作りに取り組んでいます。

ポカラの作業場で働く女性たち

M
O
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2017. NO.107

★

★

ネパールのミニポーチを３人にプレゼント！→詳細は
38ページへ

商品はJICA地球ひろば（東京都新宿区）併設の
J’s Caféの他、国内のフェアトレードショップなど
で購入できます。

カトマンズ

ポカラ

ネパール
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　漫画「島耕作」を書き始めたのは、
海外で活躍する日本企業の姿を描こう
と思ったからです。今年で34年目にな
るこのシリーズでは、ニューヨークや
フィリピンなど、世界のさまざまな国を
飛び回る主人公の目を通して、日本の
ビジネスマンの仕事ぶりや現地社会の
様子を伝えてきました。
　連載を開始したときは課長だった島
耕作も、部長、専務、社長と出世。入
社43年目には会長に就任しました。以
来、舞台となっているテコット社の利
益だけでなく、日本全体の将来を考え
るようになった彼は、経済同友会をモ
デルにした「経済校友会」の一員とし
て、日本経済の活性化にも取り組んで
います。
　今年４月、私はミャンマーを訪れた
島耕作を描きました。同国は、アジア
経済の中で今後、大きな地位を占める
ことが期待されています。私自身、昨
年２月に初めて取材に行き、現地でさ
まざまな側面を目の当たりにしまし
た。街灯がなく薄暗い街角や、あちこ

ちに水たまりができた未舗装の道路
は昭和30年代の日本のようでしたし、
交通渋滞のひどさにも驚きました。籠
の中の小鳥を空に放って功徳を積む
人や、決して裕福そうには見えないの
に進んで周囲に施しをする人の姿には
温かさを感じました。何より、日本と
ミャンマーが官民挙げて開発を進める
ティラワ経済特区（SEZ）をはじめ、各
国から投資が押し寄せている様子は、
今後の発展を確信させるものでした。
　そんな同国で島耕作が着目したの
が、酒米の山田錦を現地で栽培し、日
本酒を製造するビジネスです。電機業
界の人間がなぜ、と意外に思うかもし
れませんが、彼は日頃から日本の食料
自給率の低さに危機感を抱き、農業
振興の必要性を感じているからこそ、
日本酒を売り出そうと考えたのです。
実際、ベトナムでは現地産の酒米を
使って日本酒が製造されており、ミャン
マーでも十分に可能性があります。
　既に手掛けている漁業ビジネスをさ
らに深めようとしているのも同じ理由

です。天然の魚を捕獲するだけでは、
いずれ資源が枯渇する。その前に、産
卵・生育・回遊を１カ所で行う「海洋牧
場」を作ってはどうか――。これから
のビジネスには、そうした大胆な着想
と、実現する技術力が必要です。
　海外、特に開発途上国でのビジネス
には、現地にどれだけ潤いをもたら
し、かつ環境に配慮するかが、かつて
ないほど問われています。幸い、日本
企業は世界から高い信頼と好感を得
ています。今年２月には、キューバでも
「誠意をもって交渉にあたる日本人を
尊敬する」と言われました。日本の経
済力が低下する中、日本企業にはこの
姿勢を忘れず、win-winのビジネスを
心掛けてほしいと思います。

私の

「なんとかしなきゃ！プロジェクト」は、開発途上国の
現状について知り、一人一人ができる国際協力を
推進していく市民参加型プロジェクトです。ウェブサ
イトやFacebookの専用ページを通じて、さまざまな
国際協力の情報を発信していきます。

なんとかしなきゃ で 検索

漫画家   弘兼 憲史
HIROKANE Kenshi

PROFILE 
1947年、山口県生まれ。早稲田大学を卒業し、松下電
器産業株式会社（現パナソニック株式会社）で３年間
勤務後、1974年に漫画家としてデビュー。サラリーマン
経験を生かした作品を多く発表している。1983年から
始まった「島耕作」シリーズの舞台は、松下電器産業が
モデルの総合電機メーカー、テコット（旧初芝電産）。
今年４月には、会長になった島耕作がミャンマーを訪れ、
日緬両国が官民共同で開発を進める「ティラワ経済特
区（SEZ）」などを視察する様子を描き話題を呼んだ。画
像は『会長 島耕作』第７巻より。

©弘兼憲史／講談社
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